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平成16年 

新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

印
鑰
神
社
と
遠
賀
郡
家 

編
集
 

後
記
 

　はじめまして！10月に地域づくり課へ配属になりまし
た高橋絵美と申します。広報担当ということで、少しずつ、
広報についての勉強をしています。今回２月10日号を担
当しました。担当してみて、自分が考えたものが形にな
っていく喜びや思ったことを正確に伝える表現の難しさ
を感じました。これからもしっかり勉強しながらがんば
っていこうと思います。どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (高橋) 
　私たちは、広報紙のほか、駅や中央公民館などで放映
している映像広報も担当しています。私も町の行事予定
をお知らせする場面に登場します。広報紙作りとは一味
違って、笑顔とハキハキとした発音が必要になってきます。
普段カメラで撮影する側の私ですが、この映像広報では、

撮影される側の立場になります。人と話すことが好きでも、
カメラに向かって話すことは不慣れです。いつもドキド
キしながらがんばっています。よろしければ、私の緊張
した顔、一度見てやってください。　　　　　　　(竹森) 
　先日降った大雪。みなさんも大変だったことでしょう。
私も徒歩で役場に出勤しました。いつもは車で通るので、
前方を見てばかりですが、徒歩だと周りがいろいろ見渡
せて、いつもと違う景色のように感じ、とても新鮮でした。
片道２　の道のりがやけに楽しく感じられた２日間でした。
ちなみに、雪の影響で広報おかがきの印刷業社さんも大
変だったそうで、納品が少し遅れましたが、土日を挟ん
での配布だったので、無事みなさんのところへ届けるこ
とができました。　　　　　　　　　　　　　　　（村上)

ひ 
動 

と き 
の 

（１月末） 

人口……31,481人（＋25） 

世帯数…11,311世帯（＋20） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち129人は外国人 

女性……　　16,501人（＋4） 

男性……　　14,851人（＋24） 

 
 
出生…24人　　 死亡…29人 
転入…98人　　 転出…65人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　１月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

12月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

12月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 87件 
搬送人員　 78件 

出火件数　２件 
り災件数　２世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 
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遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 

　
岡
垣
町
吉
木
に
印
鑰
神
社
が
あ
る
。 

創
建
時
は
、｢

堀｣

と
呼
ば
れ
る
地
区
の

｢

イ
ヌ
ヤ
ク
の
森｣

に
あ
っ
た
。
永
禄
５

年(

一
五
六
二)

瓜
生
長
門
守
益
定
が
、

大
工
・
河
野
右
衛
門
尉
、
小
工
二
人
を

し
て
印
鑰
神
社
を
造
立
し
、
承
応
２
年

(

一
六
五
三)

川
原
七
郎
右
衛
門
が
再
建

し
て
い
る
。
『
太
宰
管
内
志
』
に｢

此
社

は
遠
賀
郡
吉
木
村
の
町
家
の
西
北
半
町

ば
か
り
に
し
て
竹
林
の
中
に
あ
り
、
社

は
一
間
四
方
ば
か
り
に
し
て
南
向
な
り
、

高
倉
神
社
の
社
務
此
社
の
事
を
取
り
行

ふ
よ
し
な
る
が･･｣

と
あ
り
、
住
時
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
印
鑰
神
社

は
、
明
治
11
年(

一
八
七
八)

吉
木
小
学

校
前
の
熊
野
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
今
日

に
至
る
の
で
あ
る
。 

　
印
鑰
神
社
の
印
鑰
と
は
、
古
代
に
お

け
る
権
力
の
象
徴
と
し
て
成
立
し
た
用

語
で
、
印
は
国
司
の
正
印
、
鑰
は
国
倉

の
鍵
で
あ
る
。
中
央
の
貴
族
が
地
方
の

国
司
と
し
て
赴
任
し
た
場
合
、
印
鑰
を

手
中
に
し
て
初
め
て
権
力
を
掌
握
し
た

と
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

印
鑰
は
厳
重
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
た
。

国
司
が
着
任
す
る
と
印
鑰
引
き
渡
し
の

儀
式
が
行
わ
れ
た
が
、
や
が
て
印
鑰
神

事
に
発
展
し
、
神
事
の
場
所
と
し
て
印

鑰
神
社
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
国
衙

に
印
鑰
神
社
が
併
設
さ
れ
て
い
る
所
以

で
あ
る
。 

　
吉
木
の
印
鑰
神
社
は
、
印
鑰
が
権
力

の
象
徴
と
い
う
認
識
か
ら
、
戦
国
時
代

末
期
に
瓜
生
益
定
が
創
建
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
棟
札
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
古
代
か
ら
遠
賀
郡
家(

郡
衙)

に

併
設
さ
れ
て
い
た
と
す
る
、
誤
っ
た
遠

賀
郡
家
吉
木
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
郡
の
長
官
は
、
世
襲
が
一

般
的
で
常
に
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
か

ら
、
印
鑰
神
事
な
ど
必
要
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。 

　
現
在
、
資
料
採
取
で
印
鑰
地
名
を
15

か
所
、
印
鑰
神
社
を
23
か
所
確
認
し
て

い
る
。
こ
れ
を
筑
前
、
筑
後
の
古
代
郡

域
で
分
布
を
示
す
と
、
竹
野
郡
５
、
三

毛
郡
３
、
御
井
郡
２
、
糟
屋
郡
２
、
上

座
郡
２
、
下
妻
郡
２
、
怡
土
郡
２
で
あ

る
。
印
鑰
神
社
が
筑
後
国
竹
野
郡
内
に

５
か
所
も
あ
れ
ば
、
印
鑰
神
社
を
も
っ

て
郡
家
所
在
地
と
す
る
説
は
完
全
に
破

綻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
印
鑰
神
社
が

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
流
行
神

と
な
り
、
国
衙
の
印
鑰
神
社
か
ら
各
村

の
神
社
に
末
社
・
摂
社
と
し
て
勧
請
さ

れ
た
と
す
る
説
が
妥
当
で
あ
る
。 

　
鑰
は
、
鍵
と
い
っ
て
も
玄
関
や
金
庫

の
鍵
で
は
な
い
。
門
の
内
側
に
あ
る
カ

ン
ヌ
キ
や
ク
ル
ル(

枢)

を
外
側
か
ら
操

作
す
る
も
の
で
、
権
力
の
象
徴
に
ふ
さ

わ
し
い
飾
り
で
庶
民
に
は
目
に
も
眩
し

い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

　
永
禄
二
年(

一
五
五
九)

豊
後
の
大
友

氏
が
圧
倒
的
な
兵
力
で
豊
前
・
筑
前
を

占
領
し
た
。
翌
年
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞

は
筑
前
大
島
か
ら
の
奇
襲
で
旧
領
を
回

復
し
た
が
、
余
力
で
遠
賀
西
郷
を
も
占

領
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
与
力
し
て
、

宗
像
氏
の
遠
賀
西
郷
領
有
化
を
援
護
し

た
の
が
瓜
生
長
門
守
益
定
で
あ
る
。
遠

賀
西
郷
で
、
不
動
の
地
位
と
権
力
を
手

中
に
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
瓜
生
益
定

が
吉
木
に
印
鑰
神
社
を
建
立
す
る
と
き
、

古
代
権
力
の
象
徴
で
あ
る
印
鑰
神
社
に

思
い
を
馳
せ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
か
ろ
う
。 

羽
山
　
健
一 

吉木小学校前の熊野神社 

い
ん
　
　
や
く 

し
ょ
う
あ
く 

こ
く 

 

が 

ゆ 
 

え
ん 

む
な

ふ
だ 

ぐ
う 

 

け 

や
く 

は 

た
ん 

か
ん
じ
ょ
う 

ま
ぶ 

 

は 

2/11 岡垣こどもまつり 2/11 岡垣こどもまつり 2/11 岡垣こどもまつり 

し
の 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第11回は3月10日(水)午後2時から遠賀コミュニティーセンターで、第12回は3月24日(水)午後2時から岡垣町いこいの里で行われます。 

＊期間限定出前講座＊　町長と語ろう市町村合併。３月末までの期間限定で、土日祝日、夜間でも構いません。10人以上のグループで中央公民館へ申し込んでください。 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

２
月
10
日
、
第
９
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、
芦
屋

町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で
は
、２
つ
の
報
告
と
７
つ
の
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

決
 
 
定
 

　
芦
屋
町
立
中
央
病
院
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

　
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

　
遠
賀
霊
園
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

継
続
協
議
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ
び
所
管

　
地
域
は
、
小
委
員
会
で
協
議
中
の
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）は
、
新
市
の
都
市
構
造
を
幹
事
会
で
協
議
中
の

　
た
め
、
継
続
協
議
に
 

                報
告
第
17
号
 

第
８
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
１
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
協
議

会
以
降
に
行
わ
れ
た
、
小
委
員
会
や
幹
事

会
、
専
門
部
会
・
分
科
会
の
協
議
活
動
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
18
号
 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
関
す
る
小
委

員
会
の
経
過
及
び
結
果
報
告
に
つ
い
て
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に
関
す
る

小
委
員
会
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

○
第
４
回
小
委
員
会（
12
月
24
日
） 

・
第
3
回
小
委
員
会
で
の
現
地
調
査
結
果

　
の
感
想
が
、
各
委
員
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

・
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
か
ど
う
か
、

　
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

  協
議
第
３
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

協
議
第
４
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
 

協
議
第
５
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、

名
称
及
び
所
管
地
域
に
つ
い
て
 

協
議
第
10
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ら
４
項
目
は
前
回
か
ら
の
継
続
協

議
で
し
た
が
、
新
市
の
名
称
は
2
月
下
旬

か
ら
公
募
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
て
、

事
務
所
の
位
置
な
ど
は
小
委
員
会
協
議
中

で
、
ま
た
新
市
の
都
市
構
造
も
現
在
幹
事

会
で
検
証
中
の
た
め
、
全
て
次
回
へ
継
続

協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
11
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
45
　
病
院
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
 

・
町
立
芦
屋
中
央
病
院
事
業
は
、
新
市
に

　
引
き
継
ぐ
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
 

・
町
立
芦
屋
病
院
の
施
設
概
要
・
入
院
お

　
よ
び
外
来
の
患
者
状
況
な
ど
の
推
移（
平

　
成
12
〜
14
年
度
）は
、
別
表
１
・
２
の
通

　
り
で
、
平
成
14
年
度
は
約
四
千
七
百
万

　
円
の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

・
協
議
会
で
は
、
今
後
の
経
営
の
見
通
し

　
な
ど
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採

　
決
に
よ
り
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
賛

　
成
多
数
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
12
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
47
　
国
民
宿
舎
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

・
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
事
業

　
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
提
案
さ

　
れ
ま
し
た
。
 

・
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
の
施

　
設
概
要
・
利
用
状
況
の
推
移
（
平
成
11

　
〜
14
年
度
）
は
、
別
表
３
・
４
の
通
り

　
で
す
。
 

・
協
議
会
で
は
、
運
営
の
仕
組
み
や
経
営

　
状
況
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
国
民

　
宿
舎
は
芦
屋
町
が
財
団
法
人
休
暇
村
協

　
会
に
運
営
を
委
託
し
て
い
て
、
毎
年
約

　
三
千
万
円
の
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
施
設
の
起
債（
借
入
額
）の

　
償
還（
返
済
額
）が
毎
年
約
一
億
円
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。
 

・
結
果
、
採
決
で
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

　
が
賛
成
多
数
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

 

協
議
第
13
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
48
　
霊
園
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
 

・
遠
賀
霊
園
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ

　
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
 

・
遠
賀
霊
園
の
施
設
概
要
・
基
金
積
み
立

　
て
の
状
況（
平
成
11
〜
14
年
度
末
）は
、

　
別
表
５
・
６
の
通
り
で
す
。
採
決
に
よ

　
り
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
賛
成
多
数

　
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

  ・
次
回
の
協
議
会
で
新
た
に
提
案
さ
れ
る

　
４
つ
の
項
目
が
、
事
前
に
提
案
さ
れ
ま

　
し
た
。
 

提
案
第
14
号
 

協
定
項
目
12
　
条
例
・
規
則
等
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

提
案
第
15
号
 

協
定
項
目
19
　
慣
行
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
16
号
 

協
定
項
目
22
　
国
際
交
流
事
業
、
親
善
都

市
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
17
号
 

協
定
項
目
35
　
生
活
保
護
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

   　
第
９
回
合
併
協
議
会
終
了
後
、
引
き
続

き
第
５
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に

関
す
る
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
人
全
員
が
出
席
し
、
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
次
回
に
事
務
局
か
ら
資
料
説
明
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
、
県
の
職
員
か
ら
合
併
特
例

債
の
適
用
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政

　
策
室
へ
 

  

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

第
10
回
協
議
会
事
前
提
案
事
項
 

第
５
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
 

に
関
す
る
小
委
員
会
 

表４　国民宿舎マリンテラスあしやの利用状況の推移　 

― 

87.5 

89.6 

111.1

292.9 

256.4 

229.7 

255.1

44,517 

92,047 

82,705 

91,846

― 

111.8 

100.8 

96.2

53.5 

59.8 

60.3 

58.0

68.0 

76.0 

76.6 

73.7

10,337 

27,267 

27,579 

26,553

152 

359 

360 

360

※宿泊率＝宿泊延利用者数／宿泊数(127人)×営業日数 
 

年度 
営業 
日数 

宿　　　　泊 休　　　　憩 

11 

12 

13 

14

延利 
用者（人） 

一日 
平均（人） 

宿泊 
率（％） 

前年 
対比（％） 

延利 
用者（人） 

一日 
平均（人） 

前年 
対比（％） 

表１　町立芦屋中央病院などの施設概要 

 

芦屋町幸町８番30号 

17,396.00　　　昭和51年10月1日 
鉄筋コンクリート造５階建　11,988.85　 
 

 

 

・一般 97床　・療養型 40床　合計　137床 

 

芦屋町白浜町７番10号・11号 

2,455.45　 
8棟、829.048　 
昭和51年４月1日　木造スレート葺２階建 

 

 

所在地 

敷地面積・開業日 

構造・延床面積 

 

診療科目 

 

病床数 

 

所在地 

敷地面積 

棟数・延床面積 

建築年月日・構造など 

表３　国民宿舎マリンテラスあしやの施設概要 
 

表５　遠賀霊園の概要 
 

表２　町立芦屋中央病院の入院・外来の患者状況などの推移 
 

外科、内科、消化器科、整形外科、循環器科、呼吸器科、泌尿器科、 
小児科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、放射線科、 
リハビリテーション科 
 

(平成12年度～平成14年度)

区　　分 単位 12年度 13年度 14年度 

137 

45,742 

125 

85,249 

289 

91.2 

230.6 

24,541 

9,961 

15,052 

46,909 

 

 

137 

46,733 

128 

82,808 

283 

93.4 

221.1 

24,870 

9,177 

14,838 

49,513

137 

45,526 

125 

84,230 

286 

91.2 

228.8 

26,833 

8,828 

15,146 

54,153

床 

人 

人 

人 

人 

％ 

％ 

円 

円 

円 

千円 

入院 

外来 

平均 

病　床　数 
 

患
者
数
 

入
院
 
外
来
 

年延数 

１日平均 
 年延数 

１日平均 
 病床利用率 

外来、入院患者比率 
 

患者1人1日当たり 
診療収益 

当年度純利益 

 

芦屋町大字山鹿字山の内1588番地 

6,771.22　　平成11年11月1日(旧宿舎昭和39年開館) 

鉄筋コンクリート造5階建て 4,602　 

和洋客室30室　宿泊数127人　会議室・宴会場など完備 

 

総事業費 1,806,307千円 

一般財源 375,307千円　起債 1,431,000千円 

平成10年度～平成31年度 利率(年利２％、2.1％) 

年間　約1億円 

 

 

場　　所 

敷地面積・営業 

構造・延床面積 

宿泊数など 

 

建設費用総額 

建設費用内訳 

起債償還年度など 

起債償還額 

所在地 

総面積 

総区画数 

墓所の種類 

総事業費 

財源内訳 

第1期霊園　遠賀町大字虫生津字左山1714番地１ 
第2期霊園　遠賀町大字虫生津字風呂ヶ谷1709番 
 136,161　 

5,486区画　内訳　第1期　昭和53年開園　3,967区画 
　　　　　　　　  第2期　平成2年開園　  1,519区画 
 普通墓地(和型1区画６　・洋型４　)　自由墓地(６�～特例) 
 2,397,943千円　第1期　1,653,187千円 
　　　　　　　  第2期     744,756千円 

使用者から徴収した永代使用料を充当し処理 

表６　遠賀霊園の基金積み立ての状況 (単位：千円) 
 

基金種別 

霊園基金 

霊園特別積立金 

防災特別積立金 

基金合計 

823,147 

4,307 

7,099 

834,553

888,147 

4,321 

7,113 

899,581 

 

874,427 

4,318 

7,111 

885,856

846,590 

4,313 

7,106 

858,009

11年度末 12年度末 13年度末 14年度末 

(１)町立芦屋中央病院 

 

(２)医師住宅 

(１)施設概要 

(２)建設費用など 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

２
月
10
日
、
第
９
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、
芦
屋

町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で
は
、２
つ
の
報
告
と
７
つ
の
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

決
 
 
定
 

　
芦
屋
町
立
中
央
病
院
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

　
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

　
遠
賀
霊
園
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
 

継
続
協
議
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お
よ
び
所
管

　
地
域
は
、
小
委
員
会
で
協
議
中
の
た
め
、
継
続
協
議
に
 

　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）は
、
新
市
の
都
市
構
造
を
幹
事
会
で
協
議
中
の

　
た
め
、
継
続
協
議
に
 

                報
告
第
17
号
 

第
８
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い

て
 

　
１
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
協
議

会
以
降
に
行
わ
れ
た
、
小
委
員
会
や
幹
事

会
、
専
門
部
会
・
分
科
会
の
協
議
活
動
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
第
18
号
 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
に
関
す
る
小
委

員
会
の
経
過
及
び
結
果
報
告
に
つ
い
て
 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に
関
す
る

小
委
員
会
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

○
第
４
回
小
委
員
会（
12
月
24
日
） 

・
第
3
回
小
委
員
会
で
の
現
地
調
査
結
果

　
の
感
想
が
、
各
委
員
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

・
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
か
ど
う
か
、

　
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

  協
議
第
３
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
 

協
議
第
４
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
 

協
議
第
５
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、

名
称
及
び
所
管
地
域
に
つ
い
て
 

協
議
第
10
号（
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
）
 

協
定
項
目
49
　
新
市
建
設
計
画（
基
本
構
想
）

に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ら
４
項
目
は
前
回
か
ら
の
継
続
協

議
で
し
た
が
、
新
市
の
名
称
は
2
月
下
旬

か
ら
公
募
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
て
、

事
務
所
の
位
置
な
ど
は
小
委
員
会
協
議
中

で
、
ま
た
新
市
の
都
市
構
造
も
現
在
幹
事

会
で
検
証
中
の
た
め
、
全
て
次
回
へ
継
続

協
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

協
議
第
11
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
45
　
病
院
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
 

・
町
立
芦
屋
中
央
病
院
事
業
は
、
新
市
に

　
引
き
継
ぐ
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
 

・
町
立
芦
屋
病
院
の
施
設
概
要
・
入
院
お

　
よ
び
外
来
の
患
者
状
況
な
ど
の
推
移（
平

　
成
12
〜
14
年
度
）は
、
別
表
１
・
２
の
通

　
り
で
、
平
成
14
年
度
は
約
四
千
七
百
万

　
円
の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

・
協
議
会
で
は
、
今
後
の
経
営
の
見
通
し

　
な
ど
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採

　
決
に
よ
り
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
賛

　
成
多
数
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

協
議
第
12
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
47
　
国
民
宿
舎
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

・
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
事
業

　
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
提
案
さ

　
れ
ま
し
た
。
 

・
国
民
宿
舎
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
の
施

　
設
概
要
・
利
用
状
況
の
推
移
（
平
成
11

　
〜
14
年
度
）
は
、
別
表
３
・
４
の
通
り

　
で
す
。
 

・
協
議
会
で
は
、
運
営
の
仕
組
み
や
経
営

　
状
況
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
国
民

　
宿
舎
は
芦
屋
町
が
財
団
法
人
休
暇
村
協

　
会
に
運
営
を
委
託
し
て
い
て
、
毎
年
約

　
三
千
万
円
の
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
施
設
の
起
債（
借
入
額
）の

　
償
還（
返
済
額
）が
毎
年
約
一
億
円
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。
 

・
結
果
、
採
決
で
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

　
が
賛
成
多
数
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

 

協
議
第
13
号（
新
た
な
提
案
事
項
）
 

協
定
項
目
48
　
霊
園
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
 

・
遠
賀
霊
園
事
業
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ

　
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
 

・
遠
賀
霊
園
の
施
設
概
要
・
基
金
積
み
立

　
て
の
状
況（
平
成
11
〜
14
年
度
末
）は
、

　
別
表
５
・
６
の
通
り
で
す
。
採
決
に
よ

　
り
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
賛
成
多
数

　
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

・
岡
垣
町
の
委
員
は
、
９
人
全
員
が
賛
成

　
し
ま
し
た
。
 

  ・
次
回
の
協
議
会
で
新
た
に
提
案
さ
れ
る

　
４
つ
の
項
目
が
、
事
前
に
提
案
さ
れ
ま

　
し
た
。
 

提
案
第
14
号
 

協
定
項
目
12
　
条
例
・
規
則
等
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

提
案
第
15
号
 

協
定
項
目
19
　
慣
行
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
16
号
 

協
定
項
目
22
　
国
際
交
流
事
業
、
親
善
都

市
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

提
案
第
17
号
 

協
定
項
目
35
　
生
活
保
護
事
業
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
 

   　
第
９
回
合
併
協
議
会
終
了
後
、
引
き
続

き
第
５
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
に

関
す
る
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
人
全
員
が
出
席
し
、
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
次
回
に
事
務
局
か
ら
資
料
説
明
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
、
県
の
職
員
か
ら
合
併
特
例

債
の
適
用
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政

　
策
室
へ
 

  

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

第
10
回
協
議
会
事
前
提
案
事
項
 

第
５
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
な
ど
 

に
関
す
る
小
委
員
会
 

表４　国民宿舎マリンテラスあしやの利用状況の推移　 
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91,846

― 

111.8 

100.8 

96.2

53.5 

59.8 

60.3 

58.0

68.0 

76.0 

76.6 

73.7

10,337 

27,267 

27,579 

26,553

152 

359 
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※宿泊率＝宿泊延利用者数／宿泊数(127人)×営業日数 
 

年度 
営業 
日数 

宿　　　　泊 休　　　　憩 

11 

12 

13 

14

延利 
用者（人） 

一日 
平均（人） 

宿泊 
率（％） 

前年 
対比（％） 

延利 
用者（人） 

一日 
平均（人） 

前年 
対比（％） 

表１　町立芦屋中央病院などの施設概要 

 

芦屋町幸町８番30号 

17,396.00　　　昭和51年10月1日 
鉄筋コンクリート造５階建　11,988.85　 
 

 

 

・一般 97床　・療養型 40床　合計　137床 

 

芦屋町白浜町７番10号・11号 

2,455.45　 
8棟、829.048　 
昭和51年４月1日　木造スレート葺２階建 

 

 

所在地 

敷地面積・開業日 

構造・延床面積 

 

診療科目 

 

病床数 

 

所在地 

敷地面積 

棟数・延床面積 

建築年月日・構造など 

表３　国民宿舎マリンテラスあしやの施設概要 
 

表５　遠賀霊園の概要 
 

表２　町立芦屋中央病院の入院・外来の患者状況などの推移 
 

外科、内科、消化器科、整形外科、循環器科、呼吸器科、泌尿器科、 
小児科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、放射線科、 
リハビリテーション科 
 

(平成12年度～平成14年度)

区　　分 単位 12年度 13年度 14年度 

137 

45,742 

125 

85,249 

289 

91.2 

230.6 

24,541 

9,961 

15,052 

46,909 

 

 

137 

46,733 

128 

82,808 

283 

93.4 

221.1 

24,870 

9,177 

14,838 

49,513

137 

45,526 

125 

84,230 

286 

91.2 

228.8 

26,833 

8,828 

15,146 

54,153

床 

人 

人 

人 

人 

％ 

％ 

円 

円 

円 

千円 

入院 

外来 

平均 

病　床　数 
 

患
者
数
 

入
院
 
外
来
 

年延数 

１日平均 
 年延数 

１日平均 
 病床利用率 

外来、入院患者比率 
 

患者1人1日当たり 
診療収益 

当年度純利益 

 

芦屋町大字山鹿字山の内1588番地 

6,771.22　　平成11年11月1日(旧宿舎昭和39年開館) 

鉄筋コンクリート造5階建て 4,602　 

和洋客室30室　宿泊数127人　会議室・宴会場など完備 

 

総事業費 1,806,307千円 

一般財源 375,307千円　起債 1,431,000千円 

平成10年度～平成31年度 利率(年利２％、2.1％) 

年間　約1億円 

 

 

場　　所 

敷地面積・営業 

構造・延床面積 

宿泊数など 

 

建設費用総額 

建設費用内訳 

起債償還年度など 

起債償還額 

所在地 

総面積 

総区画数 

墓所の種類 

総事業費 

財源内訳 

第1期霊園　遠賀町大字虫生津字左山1714番地１ 
第2期霊園　遠賀町大字虫生津字風呂ヶ谷1709番 
 136,161　 

5,486区画　内訳　第1期　昭和53年開園　3,967区画 
　　　　　　　　  第2期　平成2年開園　  1,519区画 
 普通墓地(和型1区画６　・洋型４　)　自由墓地(６�～特例) 
 2,397,943千円　第1期　1,653,187千円 
　　　　　　　  第2期     744,756千円 

使用者から徴収した永代使用料を充当し処理 

表６　遠賀霊園の基金積み立ての状況 (単位：千円) 
 

基金種別 

霊園基金 

霊園特別積立金 

防災特別積立金 

基金合計 

823,147 

4,307 

7,099 

834,553

888,147 

4,321 

7,113 

899,581 

 

874,427 

4,318 

7,111 

885,856

846,590 

4,313 

7,106 

858,009

11年度末 12年度末 13年度末 14年度末 

(１)町立芦屋中央病院 

 

(２)医師住宅 

(１)施設概要 

(２)建設費用など 
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　岡垣町職員の給与は、国や県に準拠して町条例・規則に定められ、毎年町議会の予算審議を経て人件費が

決定され、職員に支給しています。議会での審議などを通じて公にはされていますが、より一層町民のみな

さんに理解していただくため、職員の給与や職員数などの状況を公表します。また、平成15年度の人事院

勧告に基づく職員給与改定状況と特別職の報酬改定状況もお知らせします。 

　岡垣町では、今後も行政事務の効率化や組織の活
性化を図るとともに、自主的・計画的な行政改革の
推進と、簡素で公正を基本とした行政運営に努力し
ながら、適正な職員定数の管理により、人件費の抑
制に努めます。 

町職員の給与を公表します 

平成15年度人事院勧告の主な内容と人件費削減効果 
平成15年度の人事院勧告に準じて、主に次の給与改定を行いました。 

改定項目 改定内容 改定時期 
平成15年度一般会計 
人件費削減効果額（千円） 

給料月額 △1.1％引下げ（平均－3,459円） 平成15年12月1日 

〃 

〃 

〃 

〃 

△2,334

扶養手当 配偶者分引下げ14,000円→13,500円 △88

住居手当 持家分引下げ4,900円→2,500円 △700

期末・勤勉手当 △0.25月（年間4.65月→4.4月） △15,041

官民格差相当分 
減額調整 

４月給与に官民較差率を乗じ 
て得た額の改定月前月までの 
経過月数分と６月期末勤勉手 
当に官民較差率を乗じて得た 
額の合計を12月期末手当から 
減額 

△6,308

※官民較差率とは、公務員と民間の給与（本俸、扶養手当・住居手当など）を比較した差を表すも 
　ので、平成15年度人事院勧告ではマイナス1.07　（マイナス4,054円）で、公務員が民間より高 
　いという結果になっています。 
 

特別職の報酬改定 
　岡垣町特別職報酬等審議会の答申 
に基づき、次の通り平成15年７月１ 
日から特別職の給料と町議会議員の 
報酬が改定されました。 

特別職区分 改定前(円) 改定後(円)

給
　
料
 

報
　
酬
 

町　長 
助　役 
収入役 
教育長 

829,000 
663,000 
621,000 
621,000

819,000 
655,000 
613,000 
613,000

議　長 
副議長 
委員長 
議　員 

351,000 
309,000 
299,000 
289,000 
 

職員給与・定員などの状況 

347,000 
305,000 
295,000 
285,000

　一般行政職 

　技能労務職 

　税務職 

　保育士 

　企業職 

　保健師・栄養士 

130人 

17人 

15人 

14人 

7人 

7人 

　3.7%
１．職種別職員数（総数190人） 

　役場 

　保育所 

　小学校（給食） 

　岡垣サンリーアイ 

　公民館 

　福岡県介護保険広域連合 

　浄水場 

　浄化センター 

　社会福祉協議会 

　東部出張所 

　シルバー人材センター 

142人 

 18人 

13人 

4人 

3人 

 3人 

1人 

2人 

2人 

1人 

1人 

２．施設別職員数（総数190人） 

　0.5% 
 

　68.4% 
 

　8.9% 
 

　7.9% 
 
　7.9% 
 

④7.4% 
 
　7.4% 
 

　3.7% 
 

　74.7% 
 

　9.5% 
 

③6.8% 
 

　6.8% 
 

　2.1% 
 

　1.6% 
 

　1.6% 
 

　0.5% 
 

　1.1% 
 　1.1% 
  　0.5% 
 

年度 支出決算額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A) 全国類似 団体の率 

13年度 

14年度 

8,800,092 1,578,602 17.9% 20.8

7,449,679 1,479,567 19.9% ― 

①一般会計とは、町全体の予算から国保会計や老人保健会計などの特別会 
　計および水道事業会計を差し引いたものです。 
②人件費には、町長や議員などの特別職に支給される給与または報酬、一 
　般職の職員に支給される給料や諸手当のほか、共済組合負担金、退職手 
　当、公務災害補償費などが含まれています。 
③平成14年度の全国類似団体の人件費率は、まだ公表されていません。 

（注） 

区分 
職員数 
Ａ 

給　　　与　　　費 

 

1人当り 
給与費 
（B/A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

15年度 
163 
（0） 660,001 145,119 293,603 1,098,723 6,741

①本表には、特別会計および水道事業会計分は含まれていません。      
②手当には、退職手当および児童手当は含まれていません。      
③（　　）は、再任用短時間勤務職員数を表します。 

（注） 

町長などの４役の給料および議員報酬は、平成15年７月１日から適用しています。 （注） 

（　　）内は、再任用短時間勤務職員を表します。また、再任用職員は含んでいません。 （注） 

（　　）内は、再任用職員に係る支給率を表します。 （注） 

（　　）内は、再任用短時間勤務職員を表します。 （注） 

区分 
一般行政職 技能労務職 

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

岡垣町 

国 

358,600円 42.1歳 268,600円 34.1歳 

327,623円 40.5歳 286,340円 48.9歳 

区　　分 岡垣町 郡内平均 国 

一般行政職 
大学卒 178,400円 178,400円 171,500円 

高校卒 149,200円 149,200円 139,500円 

技能労務職 高校卒 149,200円 149,200円 136,700円 

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計 

標準的な職務内容 主事補・技師補・司書 主事・技師・司書 主任・司書 
 

係長・主査 課　長 課長・課長補佐・参事 

15年度職員数（人） 5（0） 6（0） 33（0） 11（1） 52（0） 8（0） 14（0） 130（1） 1（0） 

5（0） 4（0） 33（0） 15（0） 48（0） 9（0） 12（0） 128（0） 2（0） 

構成比（率） 0.8%（0％） 3.8%（0％） 4.6%（0％） 25.4%（0％） 8.5%（100％） 40.0%（0％） 6.1%（0％） 10.8%（0％） 100%（100％） 

1.6%（0％） 3.9%（0％） 3.1%（0％） 25.8%（0％） 11.7%（0％） 37.5%（0％） 7.0%（0％） 9.4%（0％） 100%（0％） 

14年度職員数（人） 

構成比（率） 

（平成15年４月１日現在） 　期末・勤勉手当 

　退職手当（平成15年４月１日現在） 

　調整手当（平成15年４月１日現在） 

　時間外勤務手当（一般会計決算） 

　その他の手当（平成15年４月１日現在） 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 
区分 

岡　垣　町 国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 
区　　分 

岡　垣　町 国 

6月期 
1.55月分 
（0.85月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

1.55月分 
（0.85月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

12月期 
1.7月分 
 （0.9月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

1.7月分 
（0.9月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

計 
3.25月分 
（1.75月分） 

1.4月分 
（0.7月分） 

3.25月分 
（1.75月分） 

1.4月分 
（0.7月分） 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度 

21.0月 28.875月 21.0月 28.875月 

33.75月 44.55月 33.75月 44.55月 

47.5月 62.7月 47.5月 62.7月 

60.0月 62.7月 60.0月 62.7月 

支給率 

４％ 

支給対象職員数 一人当たり平均支給月額 

190人 14,500円 

14年度 

13年度 

支給総額 42,715千円 

 職員一人当たり支給年額 265千円 

支給総額 52,546千円 

 職員一人当たり支給年額 328千円 

手当の名称 内　　容 
国の制度 
との異同 

国の制度と 
異なる内容 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

配偶者14,000円、ほかの扶養親族2人ま
で6,000円（扶養親族でない配偶者がある
場合は、1人目6,500円）、3人目からは1
人5,000円。満16歳年度始め～満22歳年
度末の子1人につき、5,000円加算 

借家　月額12,000円以上の家賃を負担し
ている場合、その家賃の額に応じ、
27,000円を限度に支給 
持家　住居を所有する世帯主である職員に
対して4,900円を支給（ただし、平成15年
12月1日からは、2,500円） 

交通機関利用者　交通機関を利用してい
る職員に対してはその運賃などに応じ、
最高50,000円を限度に支給 
交通用具利用者　自家用車等を利用して
いる職員に対しては、その通勤距離に応
じ20,900円を限度に支給 

同じ 

一部 
異なる 

一部 
異なる 

借家は同じ 
国の持家は、 
2,500円が限度 

交通機関利用は 
同じ 
交通用具利用者 
は、片道2ｋｍ 
以上が対象 

区　　分 給料・報酬月額（円） 郡内平均（円） 期末手当 

給
　
料
 

報
　
酬
 

町　長 
助　役 
収入役 
教育長 

347,000 
305,000 
295,000 
285,000

議　長 
副議長 
委員長 
議　員 

819,000 
655,000 
613,000 
613,000

805,250 
651,750 
610,000 
610,000

349,750 
308,500 
298,500 
288,750

区　　分 職員数（人） 対前年増減数（人） 

部　　門 平成15年 平成13年 平成14年 平成15年 平成13年 平成14年 

一
般
行
政
部
門
 

特
別
行
政
部
門
 

公
営
企
業
等
部
門
 

議　　会 

総務企画 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

3 

58 

14 

29 

11 

10 

2 

11

3 

54 

15 

28 

15 

9 

2 

13

3 

55 

15 

28 

16 

9 

2 

12

 

1 

△1 

 

△1

 

△4 

1 

△1 

4 

△1 

 

2

 

1 

 

 

1 

 

 

△1

水　　道 

下 水 道 

そ の 他 

（国保等） 

9 

10 

7 

 

8 

11 

7

7 

11 

7 

 

 

 

3

△1 

1

△1

小　　計 138（0） 139（0） 140（0） △1 1 1

166（0） 165（0） 165（1） △1

3

△1 0（1） 

小　　計 28（0） 26（0） 25（1） △2 △1 
（1） 

小　　計 26（0） 26（0） 25（0） 0 △1

教　　育 28 26 25 △2 △1

普通会計計 

192（0） 191（0） 190（1） 2 △1 △1（1） 合　　　計 

部　　門 減員数 増員数 主な増減理由 

一
般
行
政
部
門
 

特別行政部門 

公営企業 
等部門 

議会 

総務企画 

税務 

民生 

衛生 

農林水産 

商工 

土木 

教育 

水道 

下水道 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1

 

1 

 

 

1 

 

 

 

・育児休業者を総務部門付とした（１） 

・介護保険広域連合派遣職員が、派遣期間満了により復帰したため（１）  

・建設部門の職員を介護保険広域連合へ派遣したため（△１） 

・14年度退職者不補充のため（△１） 
・再任用短時間勤務職員任用のため（１） 

・事務事業見直しのため（△１） 

※再任用 
　短時間 （1） 

6月期：1.65月 
12月期：1.85月 

 

職員の初任給の状況 （平成15年４月１日現在） 5

特別職などの給料・報酬の状況 （平成15年７月１日現在） 8部門別職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 9

職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 1

職員の平均給料月額と平均年齢の状況 （平成15年４月１日現在） 4

職員給与費の状況（一般会計予算） （金額：千円） 3

人件費決算額の状況（一般会計決算） （金額：千円、率：％） 2

一般行政職の級別職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 6

職員手当の状況 7

平成14～15年の職員数の増減状況 10 （平成15年４月１日現在） 
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　岡垣町職員の給与は、国や県に準拠して町条例・規則に定められ、毎年町議会の予算審議を経て人件費が

決定され、職員に支給しています。議会での審議などを通じて公にはされていますが、より一層町民のみな

さんに理解していただくため、職員の給与や職員数などの状況を公表します。また、平成15年度の人事院

勧告に基づく職員給与改定状況と特別職の報酬改定状況もお知らせします。 

　岡垣町では、今後も行政事務の効率化や組織の活
性化を図るとともに、自主的・計画的な行政改革の
推進と、簡素で公正を基本とした行政運営に努力し
ながら、適正な職員定数の管理により、人件費の抑
制に努めます。 

町職員の給与を公表します 

平成15年度人事院勧告の主な内容と人件費削減効果 
平成15年度の人事院勧告に準じて、主に次の給与改定を行いました。 

改定項目 改定内容 改定時期 
平成15年度一般会計 
人件費削減効果額（千円） 

給料月額 △1.1％引下げ（平均－3,459円） 平成15年12月1日 

〃 

〃 

〃 

〃 

△2,334

扶養手当 配偶者分引下げ14,000円→13,500円 △88

住居手当 持家分引下げ4,900円→2,500円 △700

期末・勤勉手当 △0.25月（年間4.65月→4.4月） △15,041

官民格差相当分 
減額調整 

４月給与に官民較差率を乗じ 
て得た額の改定月前月までの 
経過月数分と６月期末勤勉手 
当に官民較差率を乗じて得た 
額の合計を12月期末手当から 
減額 

△6,308

※官民較差率とは、公務員と民間の給与（本俸、扶養手当・住居手当など）を比較した差を表すも 
　ので、平成15年度人事院勧告ではマイナス1.07　（マイナス4,054円）で、公務員が民間より高 
　いという結果になっています。 
 

特別職の報酬改定 
　岡垣町特別職報酬等審議会の答申 
に基づき、次の通り平成15年７月１ 
日から特別職の給料と町議会議員の 
報酬が改定されました。 

特別職区分 改定前(円) 改定後(円)

給
　
料
 

報
　
酬
 

町　長 
助　役 
収入役 
教育長 

829,000 
663,000 
621,000 
621,000

819,000 
655,000 
613,000 
613,000

議　長 
副議長 
委員長 
議　員 

351,000 
309,000 
299,000 
289,000 
 

職員給与・定員などの状況 

347,000 
305,000 
295,000 
285,000

　一般行政職 

　技能労務職 

　税務職 

　保育士 

　企業職 

　保健師・栄養士 

130人 

17人 

15人 

14人 

7人 

7人 

　3.7%
１．職種別職員数（総数190人） 

　役場 

　保育所 

　小学校（給食） 

　岡垣サンリーアイ 

　公民館 

　福岡県介護保険広域連合 

　浄水場 

　浄化センター 

　社会福祉協議会 

　東部出張所 

　シルバー人材センター 

142人 

 18人 

13人 

4人 

3人 

 3人 

1人 

2人 

2人 

1人 

1人 

２．施設別職員数（総数190人） 

　0.5% 
 

　68.4% 
 

　8.9% 
 

　7.9% 
 
　7.9% 
 

④7.4% 
 
　7.4% 
 

　3.7% 
 

　74.7% 
 

　9.5% 
 

③6.8% 
 

　6.8% 
 

　2.1% 
 

　1.6% 
 

　1.6% 
 

　0.5% 
 

　1.1% 
 　1.1% 
  　0.5% 
 

年度 支出決算額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A) 全国類似 団体の率 

13年度 

14年度 

8,800,092 1,578,602 17.9% 20.8

7,449,679 1,479,567 19.9% ― 

①一般会計とは、町全体の予算から国保会計や老人保健会計などの特別会 
　計および水道事業会計を差し引いたものです。 
②人件費には、町長や議員などの特別職に支給される給与または報酬、一 
　般職の職員に支給される給料や諸手当のほか、共済組合負担金、退職手 
　当、公務災害補償費などが含まれています。 
③平成14年度の全国類似団体の人件費率は、まだ公表されていません。 

（注） 

区分 
職員数 
Ａ 

給　　　与　　　費 

 

1人当り 
給与費 
（B/A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

15年度 
163 
（0） 660,001 145,119 293,603 1,098,723 6,741

①本表には、特別会計および水道事業会計分は含まれていません。      
②手当には、退職手当および児童手当は含まれていません。      
③（　　）は、再任用短時間勤務職員数を表します。 

（注） 

町長などの４役の給料および議員報酬は、平成15年７月１日から適用しています。 （注） 

（　　）内は、再任用短時間勤務職員を表します。また、再任用職員は含んでいません。 （注） 

（　　）内は、再任用職員に係る支給率を表します。 （注） 

（　　）内は、再任用短時間勤務職員を表します。 （注） 

区分 
一般行政職 技能労務職 

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

岡垣町 

国 

358,600円 42.1歳 268,600円 34.1歳 

327,623円 40.5歳 286,340円 48.9歳 

区　　分 岡垣町 郡内平均 国 

一般行政職 
大学卒 178,400円 178,400円 171,500円 

高校卒 149,200円 149,200円 139,500円 

技能労務職 高校卒 149,200円 149,200円 136,700円 

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計 

標準的な職務内容 主事補・技師補・司書 主事・技師・司書 主任・司書 
 

係長・主査 課　長 課長・課長補佐・参事 

15年度職員数（人） 5（0） 6（0） 33（0） 11（1） 52（0） 8（0） 14（0） 130（1） 1（0） 

5（0） 4（0） 33（0） 15（0） 48（0） 9（0） 12（0） 128（0） 2（0） 

構成比（率） 0.8%（0％） 3.8%（0％） 4.6%（0％） 25.4%（0％） 8.5%（100％） 40.0%（0％） 6.1%（0％） 10.8%（0％） 100%（100％） 

1.6%（0％） 3.9%（0％） 3.1%（0％） 25.8%（0％） 11.7%（0％） 37.5%（0％） 7.0%（0％） 9.4%（0％） 100%（0％） 

14年度職員数（人） 

構成比（率） 

（平成15年４月１日現在） 　期末・勤勉手当 

　退職手当（平成15年４月１日現在） 

　調整手当（平成15年４月１日現在） 

　時間外勤務手当（一般会計決算） 

　その他の手当（平成15年４月１日現在） 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 
区分 

岡　垣　町 国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 
区　　分 

岡　垣　町 国 

6月期 
1.55月分 
（0.85月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

1.55月分 
（0.85月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

12月期 
1.7月分 
 （0.9月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

1.7月分 
（0.9月分） 

0.7月分 
（0.35月分） 

計 
3.25月分 
（1.75月分） 

1.4月分 
（0.7月分） 

3.25月分 
（1.75月分） 

1.4月分 
（0.7月分） 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度 

21.0月 28.875月 21.0月 28.875月 

33.75月 44.55月 33.75月 44.55月 

47.5月 62.7月 47.5月 62.7月 

60.0月 62.7月 60.0月 62.7月 

支給率 

４％ 

支給対象職員数 一人当たり平均支給月額 

190人 14,500円 

14年度 

13年度 

支給総額 42,715千円 

 職員一人当たり支給年額 265千円 

支給総額 52,546千円 

 職員一人当たり支給年額 328千円 

手当の名称 内　　容 
国の制度 
との異同 

国の制度と 
異なる内容 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

配偶者14,000円、ほかの扶養親族2人ま
で6,000円（扶養親族でない配偶者がある
場合は、1人目6,500円）、3人目からは1
人5,000円。満16歳年度始め～満22歳年
度末の子1人につき、5,000円加算 

借家　月額12,000円以上の家賃を負担し
ている場合、その家賃の額に応じ、
27,000円を限度に支給 
持家　住居を所有する世帯主である職員に
対して4,900円を支給（ただし、平成15年
12月1日からは、2,500円） 

交通機関利用者　交通機関を利用してい
る職員に対してはその運賃などに応じ、
最高50,000円を限度に支給 
交通用具利用者　自家用車等を利用して
いる職員に対しては、その通勤距離に応
じ20,900円を限度に支給 

同じ 

一部 
異なる 

一部 
異なる 

借家は同じ 
国の持家は、 
2,500円が限度 

交通機関利用は 
同じ 
交通用具利用者 
は、片道2ｋｍ 
以上が対象 

区　　分 給料・報酬月額（円） 郡内平均（円） 期末手当 

給
　
料
 

報
　
酬
 

町　長 
助　役 
収入役 
教育長 

347,000 
305,000 
295,000 
285,000

議　長 
副議長 
委員長 
議　員 

819,000 
655,000 
613,000 
613,000

805,250 
651,750 
610,000 
610,000

349,750 
308,500 
298,500 
288,750

区　　分 職員数（人） 対前年増減数（人） 

部　　門 平成15年 平成13年 平成14年 平成15年 平成13年 平成14年 

一
般
行
政
部
門
 

特
別
行
政
部
門
 

公
営
企
業
等
部
門
 

議　　会 

総務企画 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

農林水産 

商　　工 

土　　木 

3 

58 

14 

29 

11 

10 

2 

11

3 

54 

15 

28 

15 

9 

2 

13

3 

55 

15 

28 

16 

9 

2 

12

 

1 

△1 

 

△1

 

△4 

1 

△1 

4 

△1 

 

2

 

1 

 

 

1 

 

 

△1

水　　道 

下 水 道 

そ の 他 

（国保等） 

9 

10 

7 

 

8 

11 

7

7 

11 

7 

 

 

 

3

△1 

1

△1

小　　計 138（0） 139（0） 140（0） △1 1 1

166（0） 165（0） 165（1） △1

3

△1 0（1） 

小　　計 28（0） 26（0） 25（1） △2 △1 
（1） 

小　　計 26（0） 26（0） 25（0） 0 △1

教　　育 28 26 25 △2 △1

普通会計計 

192（0） 191（0） 190（1） 2 △1 △1（1） 合　　　計 

部　　門 減員数 増員数 主な増減理由 

一
般
行
政
部
門
 

特別行政部門 

公営企業 
等部門 

議会 

総務企画 

税務 

民生 

衛生 

農林水産 

商工 

土木 

教育 

水道 

下水道 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1

 

1 

 

 

1 

 

 

 

・育児休業者を総務部門付とした（１） 

・介護保険広域連合派遣職員が、派遣期間満了により復帰したため（１）  

・建設部門の職員を介護保険広域連合へ派遣したため（△１） 

・14年度退職者不補充のため（△１） 
・再任用短時間勤務職員任用のため（１） 

・事務事業見直しのため（△１） 

※再任用 
　短時間 （1） 

6月期：1.65月 
12月期：1.85月 

 

職員の初任給の状況 （平成15年４月１日現在） 5

特別職などの給料・報酬の状況 （平成15年７月１日現在） 8部門別職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 9

職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 1

職員の平均給料月額と平均年齢の状況 （平成15年４月１日現在） 4

職員給与費の状況（一般会計予算） （金額：千円） 3

人件費決算額の状況（一般会計決算） （金額：千円、率：％） 2

一般行政職の級別職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 6

職員手当の状況 7

平成14～15年の職員数の増減状況 10 （平成15年４月１日現在） 
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１月14日に授与式が行われました 
 
１月14日に授与式が行われました 
 

　12月18日に、国際標準化機構(ＩＳＯ)が定める

ＩＳＯ14001(環境マネジメントシステム)の認証

登録がされました 

　平成12年度に定めた第４次総合計画は、豊か

な自然環境と高い環境意識を次の世代に引き継い

でいくため、基本理念を「人と自然のやさしいハ

ーモニー」と宣言し、平成14年度には環境基本条

例や「環境ビジョン」を制定しました。「人と自然

との共生をめざすまち」をスローガンに住民・事

業者・行政が一体となって環境を守ることを意識

し、できることから取り組んでいます。 

　環境保全に取り組む中で、平成14年度から、

ＩＳＯ14001の認証取得に向けて取り組みました。

単に紙、電気、水、燃料などを削減すればいいと

いうことではなく、全職員が具体的にどうすれば

省エネルギー・省資源・汚染の予防ができるのか

を決める必要があり、一人ひとりの自覚と全員で

取り組むことが大切でした。 

　まず、「環境に影響を与えているのは何か」を、

有害か有益かを問わず調べました。次に有益なも

のはそのまま継続し、有害なものは短期間、長期

間などに振り分け、点数を付けて取り上げていき

ました。 

　そして、電気なら「冷暖房の室温を18度、28度

で管理する」「昼休みには窓口業務などを除き消灯

する」などの項目を挙げ、過去の使用量から何パ

ーセント削減するか目標を決めて、自分たちでで

きるものから取り組んでいきました。 

　ＩＳＯ14001取得の重要なところは、全員で取

り組み、実施した記録を残すことです。「記録が

なければ、していない」と判断され認証されません。

このような記録類や全員で取り組んでいるか、目

標は達成できるかなどの審査を２回受け、昨年の

12月18日に認証登録されました。 

　みなさんの家庭でも、省エネルギー・省資源に

取り組みましょう。 

 

問い合わせ　管財課へ 

　情報公開請求の権利を明文化した岡垣町情報公

開条例が施行され、2年が経過しました。前回以

降の運用状況を公表します。 

岡垣町情報公開条例（平成13年７月２日公布、

平成13年12月1日施行） 

 

情報公開制度とは？ 

　岡垣町と町民のみなさんの共有財産である情報

を公開することにより、信頼関係を深め、町政へ

の町民参加により、開かれた町政を実現しようと

するものです。 

請求できる人は？ 

　だれでも請求することができます。 

情報の公開 

　請求書を受け付けた後、別途日時を指定して公

開します。ただし、個人のプライバシーや公共の

利益を守るために公開できない情報もあります。 

 

問い合わせ　総務課へ 

環境にやさしいまちへ 
ＩＳＯ14001認証登録取得 

情報公開制度の運用状況 

運用状況＜平成14年12月1日～平成15年12月31日の１年１か月分＞ 

請求 
件数 

請求 
者数 

処　　理　　状　　況 
不服 
申立 公開 

部分 
公開 非公開 不存在 

11 3 5 6 0 2 ※1 

 

(仮称)こども未来館情報 
未来を担う、岡垣っ子のために 

　すべての子どもたちに遊びを提供したり子育

てのお手伝いをしたりします。子どもたちと同

じ気持ちで笑い、感動できる人、パワフルな人

をお待ちしています。 

 

次のような企画の事業の指導者を募集します 

　募集人数　10人程度 

　企画事業内容 

　天体観望、フリークライミング、科学関係(理

　科の実験)、造形関係(木工．手芸)、美術関係

　(イラスト．漫画)、クッキング関係　など 

　応募資格　 

　20歳から65歳くらいまでの健康な人で次の

　いずれかの資格を持つ人。または、前記企画

　事業の経験がある人 

　①児童福祉施設職員養成校の卒業者 

　②保育士、幼稚園教諭の資格取得者 

　③小、中、高のいずれかの教員資格取得者 

　④高卒以上で２年以上児童福祉の業務経験者 

　⑤大学で心理、教育、社会、芸術、体育の学

　　部・学科を修了した人 

　勤務場所　こども未来館(いこいの里内)　 

　勤務形態　 

　　午前８時30分から午後７時30分までの内

　　7.5時間または短時間で1か月に3、4日程度 

　　午後５時から７時30分までの2.5時間で１

　　か月に10日程度 

　　体力増進指導員として、土日、学校の休業

　　日(夏、冬休み)で１か月に10日程度 

　※以上の勤務を組み合わせる場合もあります 

　勤務内容 

　　子ども(0歳から18歳)の遊びの指導 

　　育児、子育てに関する相談 

　　小、中学生に対する体力増進指導 

　　主催事業の企画、立案 

　提出書類　履歴書・資格証明書 

　登録期間　2月26日(木)から平成17年3月31日 

　申し込み・問い合わせ　こども未来課へ 

 

　太陽の日差しを十分に取り入れることがで

きる大きな窓、内装は白木をメインとした暖

かい雰囲気、建物の裏にそびえる杉の木、周

りを囲む柵など、自然に調和したやさしい建

物になっています。 3月に竣工予定です 3月に竣工予定です 

※クライミングウォール引越しのお知らせ 

サンリーアイでの、クライミングウォールが 

新たに変化を加えてこども未来館に登場します。 

こども未来館の登録臨時職員を募集します 

と　き　３月末（予定） 

対　象　在宅で寝具の衛生管理が困難な人で 

　　　　（布団を縁側まで持って行けないなど） 

　　　おおむね65歳以上の一人暮らし 

　　　高齢者だけの世帯 

　　　　に準じる世帯に属する高齢者・身体障害者 

費　用　○３点一式（掛布団・敷布団・毛布）500円 

　　　　○４点一式（掛布団・毛布・ベッドパッド・マッ

　　　　　　　　　 トレス）700円 

申し込み・問い合わせ 

　３月12日（金）までに地区の民生委員か在宅介護支援セ

　ンターまたは健康福祉課へ 

寝具を丸洗いします 寝具を丸洗いします 寝具を回収し、洗濯・乾燥・消毒して約１週間で届けるサービスを行います。普段使用する布団に限ります。 

 

　１件の請求で複数の決定が生じる場合があるので、請

求件数と処理状況の件数は一致しません。 

※不服申立のあったものは部分公開決定を取り消し、公

　開済みです。 
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１月14日に授与式が行われました 
 
１月14日に授与式が行われました 
 

　12月18日に、国際標準化機構(ＩＳＯ)が定める

ＩＳＯ14001(環境マネジメントシステム)の認証

登録がされました 

　平成12年度に定めた第４次総合計画は、豊か

な自然環境と高い環境意識を次の世代に引き継い

でいくため、基本理念を「人と自然のやさしいハ

ーモニー」と宣言し、平成14年度には環境基本条

例や「環境ビジョン」を制定しました。「人と自然

との共生をめざすまち」をスローガンに住民・事

業者・行政が一体となって環境を守ることを意識

し、できることから取り組んでいます。 

　環境保全に取り組む中で、平成14年度から、

ＩＳＯ14001の認証取得に向けて取り組みました。

単に紙、電気、水、燃料などを削減すればいいと

いうことではなく、全職員が具体的にどうすれば

省エネルギー・省資源・汚染の予防ができるのか

を決める必要があり、一人ひとりの自覚と全員で

取り組むことが大切でした。 

　まず、「環境に影響を与えているのは何か」を、

有害か有益かを問わず調べました。次に有益なも

のはそのまま継続し、有害なものは短期間、長期

間などに振り分け、点数を付けて取り上げていき

ました。 

　そして、電気なら「冷暖房の室温を18度、28度

で管理する」「昼休みには窓口業務などを除き消灯

する」などの項目を挙げ、過去の使用量から何パ

ーセント削減するか目標を決めて、自分たちでで

きるものから取り組んでいきました。 

　ＩＳＯ14001取得の重要なところは、全員で取

り組み、実施した記録を残すことです。「記録が

なければ、していない」と判断され認証されません。

このような記録類や全員で取り組んでいるか、目

標は達成できるかなどの審査を２回受け、昨年の

12月18日に認証登録されました。 

　みなさんの家庭でも、省エネルギー・省資源に

取り組みましょう。 

 

問い合わせ　管財課へ 

　情報公開請求の権利を明文化した岡垣町情報公

開条例が施行され、2年が経過しました。前回以

降の運用状況を公表します。 

岡垣町情報公開条例（平成13年７月２日公布、

平成13年12月1日施行） 

 

情報公開制度とは？ 

　岡垣町と町民のみなさんの共有財産である情報

を公開することにより、信頼関係を深め、町政へ

の町民参加により、開かれた町政を実現しようと

するものです。 

請求できる人は？ 

　だれでも請求することができます。 

情報の公開 

　請求書を受け付けた後、別途日時を指定して公

開します。ただし、個人のプライバシーや公共の

利益を守るために公開できない情報もあります。 

 

問い合わせ　総務課へ 

環境にやさしいまちへ 
ＩＳＯ14001認証登録取得 

情報公開制度の運用状況 

運用状況＜平成14年12月1日～平成15年12月31日の１年１か月分＞ 

請求 
件数 

請求 
者数 

処　　理　　状　　況 
不服 
申立 公開 

部分 
公開 非公開 不存在 

11 3 5 6 0 2 ※1 

 

(仮称)こども未来館情報 
未来を担う、岡垣っ子のために 

　すべての子どもたちに遊びを提供したり子育

てのお手伝いをしたりします。子どもたちと同

じ気持ちで笑い、感動できる人、パワフルな人

をお待ちしています。 

 

次のような企画の事業の指導者を募集します 

　募集人数　10人程度 

　企画事業内容 

　天体観望、フリークライミング、科学関係(理

　科の実験)、造形関係(木工．手芸)、美術関係

　(イラスト．漫画)、クッキング関係　など 

　応募資格　 

　20歳から65歳くらいまでの健康な人で次の

　いずれかの資格を持つ人。または、前記企画

　事業の経験がある人 

　①児童福祉施設職員養成校の卒業者 

　②保育士、幼稚園教諭の資格取得者 

　③小、中、高のいずれかの教員資格取得者 

　④高卒以上で２年以上児童福祉の業務経験者 

　⑤大学で心理、教育、社会、芸術、体育の学

　　部・学科を修了した人 

　勤務場所　こども未来館(いこいの里内)　 

　勤務形態　 

　　午前８時30分から午後７時30分までの内

　　7.5時間または短時間で1か月に3、4日程度 

　　午後５時から７時30分までの2.5時間で１

　　か月に10日程度 

　　体力増進指導員として、土日、学校の休業

　　日(夏、冬休み)で１か月に10日程度 

　※以上の勤務を組み合わせる場合もあります 

　勤務内容 

　　子ども(0歳から18歳)の遊びの指導 

　　育児、子育てに関する相談 

　　小、中学生に対する体力増進指導 

　　主催事業の企画、立案 

　提出書類　履歴書・資格証明書 

　登録期間　2月26日(木)から平成17年3月31日 

　申し込み・問い合わせ　こども未来課へ 

 

　太陽の日差しを十分に取り入れることがで

きる大きな窓、内装は白木をメインとした暖

かい雰囲気、建物の裏にそびえる杉の木、周

りを囲む柵など、自然に調和したやさしい建

物になっています。 3月に竣工予定です 3月に竣工予定です 

※クライミングウォール引越しのお知らせ 

サンリーアイでの、クライミングウォールが 

新たに変化を加えてこども未来館に登場します。 

こども未来館の登録臨時職員を募集します 

と　き　３月末（予定） 

対　象　在宅で寝具の衛生管理が困難な人で 

　　　　（布団を縁側まで持って行けないなど） 
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費　用　○３点一式（掛布団・敷布団・毛布）500円 

　　　　○４点一式（掛布団・毛布・ベッドパッド・マッ

　　　　　　　　　 トレス）700円 

申し込み・問い合わせ 

　３月12日（金）までに地区の民生委員か在宅介護支援セ

　ンターまたは健康福祉課へ 

寝具を丸洗いします 寝具を丸洗いします 寝具を回収し、洗濯・乾燥・消毒して約１週間で届けるサービスを行います。普段使用する布団に限ります。 

 

　１件の請求で複数の決定が生じる場合があるので、請

求件数と処理状況の件数は一致しません。 

※不服申立のあったものは部分公開決定を取り消し、公

　開済みです。 
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海岸を美しく！　アカウミガメのためにも 

　１月20日、県立遠賀病院裏の海岸にウミ

ガメが打ち上げられていると、町内の人か

ら連絡がありました。そこには、体長約

130センチのアカウミガメの姿がありまし

たが、残念ながら既に息を引き取っていま

した。 

　昨年の7月2日には三里松原海岸でカメの

足跡が確認されましたが産卵は確認できま

せんでした。しかし、岡垣町の近海にもウ

ミガメが戻って来ているのも事実です。 

　今後いつ戻って来ても産卵ができる環境

を整えるためにも、6月第一日曜日のラブ

アースクリーンアップキャンペーンなどの

海岸清掃にみなさんと取り組みたいと思い

ます。海岸をきれいにして、今年はぜひ産

卵に来てほしいと願っています。 

文部科学省｢心の先生｣事業 

みんな、夢、持ってるか？ 

災害のない１年を願って 
平成16年遠賀郡消防合同出初式 

　１月11日に行われた遠賀郡消防合同出初式で、消防

活動に貢献した団や団員が表彰されました。 

岡垣町内の受賞者 

《福岡県知事感謝状》 

大谷芳行 

《福岡県消防協会永年勤続表彰》 

｢金馬簾｣ 

岡垣町消防団 

｢永年勤続｣ 

(30年)安部信義　(25年)吉田武人　(20年)大谷芳行 

(15年)岩崎純治・大村巌　(10年)武谷勝・梅野真一・

月野義久・秋武重成 

｢優良団員｣ 

加藤拓也・小野義信・川口雅嗣・早川篤志・市津裕敏・

樋　龍哉 

《福岡県民火災共済組合理事表彰》 

｢分団表彰｣第１分団 

｢個人表彰｣川原雅人 

《消防協会遠賀支部長・団長表彰》 

｢消防協会遠賀支部長表彰｣ 

松本勝・花田敏治 

｢消防団長表彰｣ 

篠本晃一・永島康伸・吉浦貴司・大堂卓哉・松本裕之・

北園純一　(敬称略) 
 

※『広報おかがき』１月25日号の表紙の出初式の記事に、

誤りがありました。正しくは、「１月11日、遠賀郡消

防合同出初式が岡垣町の町民総合グラウンドで行われ

ました。」です。深くお詫びし、訂正いたします。 

　２月５日、元プロ野球選手の山本和範(カズ山本)

さんが岡垣中学校を訪れました。これは、文部科

学省が実施している｢心の先生｣事業で、対話を通

じて心に響く授業をしようというものです。 

　山本さんは、２年３組の道徳の授業に参加し、

野球で得た経験を踏まえて、将来の夢や人生につ

いて熱く語っていました。その後の体育館での講

演は、野球部員３人との対談形式で行われ、｢聴

く力、考える力、話す力を持ちなさい。無限の可

能性がある君たちは、この３つの力の１つでも欠

くと、運は逃げる。チャンスは１度しかない。み

んな夢を見ろよ！　今できることを一生懸命やれ

ば、その努力がチャンスにつながる｣と生徒を激

励しました。 

将来の夢について、生徒に呼びかけます 
 

岡垣町消防団の小隊訓練 岡垣町消防団の小隊訓練 

 

　ＪＲ海老津駅では、平成15年３月15日から、朝・

夕の時間帯に快速列車(合計32本)の停車が実現し、

その後も、快速列車の全便停車の実現に向けて、Ｊ

Ｒ海老津駅の利用促進に向けた取り組みや、ＪＲへ

の要望活動などを行ってきました。 

 

　今年３月13日(土)のダイヤ改正に伴い、ＪＲ海老

津駅に、昼間の時間帯に準快速列車が停車すること

がＪＲ九州から発表されました。対象は、午前９時

台から午後２時台までに小倉駅・博多駅をそれぞれ

発車する快速列車で、小倉駅方面・博多駅方面へ合

せて12本が停車するようになります。 

　また、早朝の時間帯に博多駅方面への快速列車(平

日のみ運転)が増発され、快速サービスの充実も図ら

れます。さらに、朝の時間帯に博多駅に到着する普

通列車のうち２本に車両が増結され、混雑の緩和が

図られます。 

準快速列車 

 博多駅～小倉駅間の快速列車は１時間に３本

あり、そのうちの１本が赤間駅～折尾駅間の

各駅に停車します。これは、ＪＲ九州がダイ

ヤ改正に併せて準快速列車を新設したことに

よるもので、海老津駅から乗り換えなしで小

倉駅方面・博多駅方面に行くことができます。 

準快速列車が停車します！！ 

　今後、インターネットを利用した行政手続きがで

きるようになります。そのために、みなさんが安心

して利用できるように、他人による“なりすまし申請”

が行われないことや、利用者からインターネットを

通じて送信される電子データが途中で改ざんされて

いないことを、行政機関が確認する機能が必要にな

ります。 

　公的個人認証サービスとは、電子証明書を発行す

ることで、自宅からインターネットによる手続きを

安全に行えるようにする機能を提供するものです。

電子証明書の発行は住民課で行います。 

問い合わせ　住民課へ 

 

公的個人認証サービス　1月29日開始 

問い合わせ　企画政策室へ 
ダイヤ改正に関することはJR海老津駅 　282-0022へ 

手続きに必要なもの 

○顔写真付の公的証明書(運転免許証など) 

※証明書がなければ、発行まで数日かかります 

○認印 

○住民基本台帳カード(持っている人) 

○500円(住民基本台帳カード発行手数料) 

※電子証明書発行手数料500円は、平成16年3月31日 

　まで無料 

 

現在予定されている公的サービスの内容 

○パスポート申請、国税の電子申告、公的年金の請 

　求など(福岡県内では現在のところ、電子証明書を 

　使っての申請・請求はできません。) 

 

　今回のダイヤ改正で、昼間の時間帯もＪＲの利

用が便利になり、町の活性化にもつながるものと

期待され、全快速列車の停車に向けて大きな前進

であるといえます。 

　町では、これからも快速列車の全便停車の実現

に向けて、ＪＲ海老津駅の利用促進に向けた取り

組みやＪＲへの要望活動などを町民のみなさんと

一丸になって取り組んでいきますので、みなさん

のご理解とご協力をお願いします。 

九州新幹線　開業 

九州新幹線800系 

博多ー鹿児島中央間 

最速２時間10分 

九
州
新
幹
線
の
切
符
は
、
Ｊ
Ｒ
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老
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駅
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平成16年3月13日 



広報おかがき　平成16年２月25日号 広報おかがき　平成16年２月25日号 

ま 
ち 
か 
ど 

プ 

ズ
ー 

ム 

ア
ッ 

ホ
ッ
ト
な
情
報
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

��

海岸を美しく！　アカウミガメのためにも 

　１月20日、県立遠賀病院裏の海岸にウミ

ガメが打ち上げられていると、町内の人か

ら連絡がありました。そこには、体長約

130センチのアカウミガメの姿がありまし

たが、残念ながら既に息を引き取っていま

した。 

　昨年の7月2日には三里松原海岸でカメの

足跡が確認されましたが産卵は確認できま

せんでした。しかし、岡垣町の近海にもウ

ミガメが戻って来ているのも事実です。 

　今後いつ戻って来ても産卵ができる環境

を整えるためにも、6月第一日曜日のラブ

アースクリーンアップキャンペーンなどの

海岸清掃にみなさんと取り組みたいと思い

ます。海岸をきれいにして、今年はぜひ産

卵に来てほしいと願っています。 

文部科学省｢心の先生｣事業 

みんな、夢、持ってるか？ 

災害のない１年を願って 
平成16年遠賀郡消防合同出初式 

　１月11日に行われた遠賀郡消防合同出初式で、消防

活動に貢献した団や団員が表彰されました。 

岡垣町内の受賞者 

《福岡県知事感謝状》 

大谷芳行 

《福岡県消防協会永年勤続表彰》 

｢金馬簾｣ 

岡垣町消防団 

｢永年勤続｣ 

(30年)安部信義　(25年)吉田武人　(20年)大谷芳行 

(15年)岩崎純治・大村巌　(10年)武谷勝・梅野真一・

月野義久・秋武重成 

｢優良団員｣ 

加藤拓也・小野義信・川口雅嗣・早川篤志・市津裕敏・

樋　龍哉 

《福岡県民火災共済組合理事表彰》 

｢分団表彰｣第１分団 

｢個人表彰｣川原雅人 

《消防協会遠賀支部長・団長表彰》 

｢消防協会遠賀支部長表彰｣ 

松本勝・花田敏治 

｢消防団長表彰｣ 

篠本晃一・永島康伸・吉浦貴司・大堂卓哉・松本裕之・

北園純一　(敬称略) 
 

※『広報おかがき』１月25日号の表紙の出初式の記事に、

誤りがありました。正しくは、「１月11日、遠賀郡消

防合同出初式が岡垣町の町民総合グラウンドで行われ

ました。」です。深くお詫びし、訂正いたします。 

　２月５日、元プロ野球選手の山本和範(カズ山本)

さんが岡垣中学校を訪れました。これは、文部科

学省が実施している｢心の先生｣事業で、対話を通

じて心に響く授業をしようというものです。 

　山本さんは、２年３組の道徳の授業に参加し、

野球で得た経験を踏まえて、将来の夢や人生につ

いて熱く語っていました。その後の体育館での講

演は、野球部員３人との対談形式で行われ、｢聴

く力、考える力、話す力を持ちなさい。無限の可

能性がある君たちは、この３つの力の１つでも欠

くと、運は逃げる。チャンスは１度しかない。み

んな夢を見ろよ！　今できることを一生懸命やれ

ば、その努力がチャンスにつながる｣と生徒を激

励しました。 

将来の夢について、生徒に呼びかけます 
 

岡垣町消防団の小隊訓練 岡垣町消防団の小隊訓練 

 

　ＪＲ海老津駅では、平成15年３月15日から、朝・

夕の時間帯に快速列車(合計32本)の停車が実現し、

その後も、快速列車の全便停車の実現に向けて、Ｊ

Ｒ海老津駅の利用促進に向けた取り組みや、ＪＲへ

の要望活動などを行ってきました。 

 

　今年３月13日(土)のダイヤ改正に伴い、ＪＲ海老

津駅に、昼間の時間帯に準快速列車が停車すること

がＪＲ九州から発表されました。対象は、午前９時
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発車する快速列車で、小倉駅方面・博多駅方面へ合
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　また、早朝の時間帯に博多駅方面への快速列車(平

日のみ運転)が増発され、快速サービスの充実も図ら

れます。さらに、朝の時間帯に博多駅に到着する普

通列車のうち２本に車両が増結され、混雑の緩和が

図られます。 

準快速列車 

 博多駅～小倉駅間の快速列車は１時間に３本

あり、そのうちの１本が赤間駅～折尾駅間の

各駅に停車します。これは、ＪＲ九州がダイ

ヤ改正に併せて準快速列車を新設したことに

よるもので、海老津駅から乗り換えなしで小

倉駅方面・博多駅方面に行くことができます。 

準快速列車が停車します！！ 

　今後、インターネットを利用した行政手続きがで

きるようになります。そのために、みなさんが安心

して利用できるように、他人による“なりすまし申請”
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問い合わせ　住民課へ 

 

公的個人認証サービス　1月29日開始 

問い合わせ　企画政策室へ 
ダイヤ改正に関することはJR海老津駅 　282-0022へ 

手続きに必要なもの 

○顔写真付の公的証明書(運転免許証など) 

※証明書がなければ、発行まで数日かかります 

○認印 

○住民基本台帳カード(持っている人) 

○500円(住民基本台帳カード発行手数料) 

※電子証明書発行手数料500円は、平成16年3月31日 

　まで無料 

 

現在予定されている公的サービスの内容 

○パスポート申請、国税の電子申告、公的年金の請 

　求など(福岡県内では現在のところ、電子証明書を 

　使っての申請・請求はできません。) 

 

　今回のダイヤ改正で、昼間の時間帯もＪＲの利

用が便利になり、町の活性化にもつながるものと

期待され、全快速列車の停車に向けて大きな前進

であるといえます。 

　町では、これからも快速列車の全便停車の実現

に向けて、ＪＲ海老津駅の利用促進に向けた取り

組みやＪＲへの要望活動などを町民のみなさんと

一丸になって取り組んでいきますので、みなさん

のご理解とご協力をお願いします。 

九州新幹線　開業 

九州新幹線800系 

博多ー鹿児島中央間 

最速２時間10分 
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平成16年3月13日 
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野間区の子どもたち　ジャガイモ栽培体験 
　昨年の８月下旬から11月下旬にかけて、野間一

区、二区、三区、四区の子ども会が合同で、ジャ

ガイモの栽培体験を行いました。 

　ジャガイモの植え付けでは、慣れない手付きで

土に種芋を植えました。除草作業のときには、ど

れが雑草で、どれがジャガイモか分からない子ど

ももいました。そして収穫では、種芋から出た茎

と葉を引っ張ると、そこからゴロゴロとおもしろ

いほどジャガイモが出てきて、みんな夢中で掘り

出しました。 

　収穫祭では、収穫したジャガイモをカレーライ

スに入れ、参加した野間区民約100人でおいしく

食べました。 

　ジャガイモの栽培体験で得た、やり遂げる達成

感や、多くの人との触れ合いは、子どもたちの心

の中で、大きく育っていくことと思います。 

　参加する人も読む人もみんな友達。
このコーナーでひとつになって楽しもう！
「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを
込めた読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことか
ら地域の活動まで、またイラスト・４
コマまんが・俳句・川柳などの作品も
お待ちしています。 
応募先／〒811-4233 
　　　　岡垣町野間1丁目1番1号 
　　　　岡垣町役場地域づくり課 
　　　　広報「どくしゃの私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
　も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

　親子のきずなを深めるために、毎

年行っている親子剣道大会を1月11日

の学年別選手権大会の後に行いました。

　上達した様子を見せようと張り切

る子どもたちと、その家族72組が熱

戦を繰り広げました。 

　中には、張り切りすぎて自分の子

どもに体当たりし、子どもが頭にコ

ブを作る一幕もあり、笑顔の絶えな

い大会となりました。大会後は後援

会のみなさんが作ってくれた豚汁を

みんなで食べて、和気あいあいの一

日を過ごしました。 

 

親子親善少年剣道大会 

【写真と原稿は、剣道連盟高山弘会長の提供】 

今年もたくさん採れました 
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どもに体当たりし、子どもが頭にコ

ブを作る一幕もあり、笑顔の絶えな

い大会となりました。大会後は後援

会のみなさんが作ってくれた豚汁を

みんなで食べて、和気あいあいの一

日を過ごしました。 

 

親子親善少年剣道大会 

【写真と原稿は、剣道連盟高山弘会長の提供】 

今年もたくさん採れました 

秋
蝶
の
羽
化
の
季
節
か
訪
ね
く
る
人
な
き
庭
の
頓
に
賑
は
し 

青
紫
蘇
の
ほ
の
か
に
匂
ひ
咲
く
朝
瑠
璃
蜆
二
羽
縺
れ
て
止
ま
ず 

君
と
あ
る
長
き
老
後
を
夢
見
つ
つ
ア
セ
ロ
ラ
植
え
ぬ
ア
セ
ロ
ラ
育
て 

夕
空
に
残
る
ひ
か
り
を
一
身
に
あ
つ
め
て
鷺
の
白
冴
え
わ
た
る 

月
の
暈
よ
ぎ
れ
る
雲
の
虹
の
色
儚
き
を
見
つ
別
れ
の
際
に 

風
い
つ
か
北
へ
廻
り
て
明
け
な
づ
む
今
朝
潮
騒
の
間
近
く
き
こ
ゆ 

ま
た
ひ
と
つ
歯
の
抜
け
し
こ
と
書
き
留
め
て
余
白
の
多
き
日
誌
と
じ
た
り 

鳩
群
れ
て
通
せ
ん
坊
す
る
歩
道
橋
コ
ー
ト
の
衿
を
た
て
て
た
た
ず
む 

川

原

方

人

 

 

通
せ
ん
坊

ど 

く 

し 

の 
や 

私
書
箱
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役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付
 

再
生
品
展
示
販
売

再
生
品
展
示
販
売
 

再
生
品
展
示
販
売
 

就
学
費
の
援
助
制
度

就
学
費
の
援
助
制
度
 

就
学
費
の
援
助
制
度
 

無
事
故
・
無
違
反

無
事
故
・
無
違
反
 

優
良
運
転
者
を
表
彰

優
良
運
転
者
を
表
彰
 

無
事
故
・
無
違
反
 

優
良
運
転
者
を
表
彰
 

平
成
平
成
16 ･

17 
年
度
入
札
参
加

年
度
入
札
参
加
 

資
格
の
審
査
受
付

資
格
の
審
査
受
付
 

平
成
16 ･

17 
年
度
入
札
参
加
 

資
格
の
審
査
受
付
 

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員
 

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員
 

県
営
住
宅
入
居
者

県
営
住
宅
入
居
者
 

県
営
住
宅
入
居
者
 

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
 

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
 

城
山
城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山

金
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

お
し
ら
せ 

募
　
　  

集 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

 

ス
ポ
ー
ツ 

     　
３
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
み
な
さ

ん
の
尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
岡
垣
町
で
は
、
防
火
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の

運
動
期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後

７
時
に
約
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
を
行
い
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
へ
 

   　
必
要
書
類
は
下
水
道
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

10
日（
水
） 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
次
の
対
象
業
務
の
入
札
参
加
希

望
者
は
、
町
指
定
の
様
式
を
管
財

課
で
購
入
し
、
指
定
期
間
内
に
受

け
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

対
　
象
　
○
測
量
お
よ
び
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
○
物
品
等
供
給

契
約
 

受
付
期
間
　
4
月
5
日
（
月
）
か
ら

27
日（
火
）の
間
で
管
財
課
が
指
定
す

る
期
間（
会
社
名
な
ど
の
順
で
決
定
） 

※
詳
し
く
は
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
へ
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
管
財

課
へ
　
 

   　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
家
具
な

ど
を
再
生
し
、
展
示
販
売
し
ま
す
。
 

と
こ
ろ
　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
 

対
　
象
　
中
間
市
・
遠
賀
郡
在
住
者
 

申
込
方
法
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
あ
る
用
紙
に
記
入
。
申
込
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

７
日（
日
）午
前
9
時
か
ら
午
後
４

時
30
分
※
７
日
は
午
前
11
時
30
分

ま
で
 

抽
選
日
　
３
月
７
日（
日
）午
前
11

時
30
分
の
受
付
終
了
後
※
当
選
者

に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
 

搬
出
期
間
　
抽
選
終
了
後
か
ら
３

月
13
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
に
各
自
で
搬
出
 

※
購
入
品
は
配
達
し
ま
せ
ん
 

品
　
目
　
タ
ン
ス
・
食
器
棚
・
テ

ー
ブ
ル
ほ
か
約
百
五
十
点
 

問
い
合
わ
せ
　
中
間
・
遠
賀
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　
２
４
５
‐
５
３

７
４
へ
 

     　
経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
を
除
く
）
に
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

　
こ
れ
は
、
世
帯
全
員
の
収
入
が

一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
、
学
期

ご
と
に
就
学
費
を
援
助
す
る
も
の

で
す
。
 

申
し
込
み
　
教
育
総
務
課
で
申
請

書（
平
成
16
年
度
分
）に
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
３
月
18
日

（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

   　
折
尾
警
察
署
・
折
尾
交
通
安
全

協
会
の
優
良
運
転
者
地
区
表
彰
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
16
年
度
の

表
彰
申
請
手
続
き
は
次
の
通
り
で

す
。
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

31
日（
水
） 

資
　
格
 

１
　
折
尾
交
通
安
全
協
会
員
 

２
　
自
動
車
の
運
転
免
許
（
原
付

免
許
を
含
む
）
を
受
け
、
５
年
以

上
か
10
年
以
上
継
続
し
て
運
転
に

従
事
、
無
事
故
・
無
違
反
 

※
過
去
に
同
種
か
同
種
以
上
の
表

彰
受
賞
者
は
除
く
 

表
彰
の
種
類
 

１
　
折
尾
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
 

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
、

ほ
か
の
運
転
者
の
模
範
と
な
る
人
）
 

２
　
折
尾
警
察
署
長
・
折
尾
交
通

安
全
協
会
長
連
盟
表
彰
（
10
年
以

上
無
事
故
・
無
違
反
、
ほ
か
の
運

転
者
の
模
範
と
な
る
人
）
 

申
請
に
必
要
な
も
の
 

１
　
申
請
書
（
協
会
窓
口
な
ど
で

　
配
布
）
 

２
　
運
転
免
許
証（
裏
・
表
）と
交

　
通
安
全
協
会
会
員
証
の
コ
ピ
ー

　
各
１
枚
 

３
　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
１

　
通
（
自
動
車
安
全
セ
ン
タ
ー
の

　
証
明
書
申
し
込
み
用
紙
は
警
察

　
署
、
交
番
、
同
協
会
事
務
局
で

　
配
布
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
折
尾

交
通
安
全
協
会
　
６
０
１-

１
８

１
８
へ
 

   勤
務
内
容
　
町
内
各
小
学
校
で
の

英
会
話
教
育
の
支
援
 

募
集
人
員
　
２
人
 

雇
用
期
間
　
４
月
初
旬
か
ら
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
の
一
年
間（
年

間
百
四
十
日
程
度
）
 

資
　
格
　
町
内
在
住
の
55
歳
未
満

で
、
日
常
の
英
会
話
が
で
き
、
指

導
で
き
る
人
 

試
　
験
　
面
接
（
申
込
締
切
後
、

早
急
に
実
施
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
履
歴

書
を
３
月
８
日（
月
）ま
で
に
教
育

総
務
課
へ
 

       募
集
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

９
日（
火
） 

応
募
方
法
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
、
建
設
課
、
東
部

公
民
館
に
あ
る
入
居
申
込
書
を
県

住
宅
供
給
公
社
に
郵
送
 

問
い
合
わ
せ
 
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
　
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

      　
障
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
抱

え
る
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
生
活

な
ど
に
係
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
手
続
き

の
相
談
や
、
手
続
き
の
援
助
な
ど

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
や
訪
問

で
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

と
こ
ろ
　
 

○
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
公
園

通
り
１-

７-

１
高
倉
苑
内
）
 

　
２
８
２-

５
１
６
７
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２-

６
５
４
１
 

○
東
部
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
東

山
田
１-

８-

15
清
涼
苑
横
）
 

　
２
８
２-

５
１
０
３
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２-

５
１
０
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
障
害
者（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
や
そ
の
家
族

な
ど
 

利
用
時
間
　
24
時
間
、
曜
日
関
係

な
く
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

利
用
料
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
各
セ
ン
タ
ー
へ
 

      　
た
ば
こ
は
全
身
に
多
く
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
福
岡
県
内
で
は
年
々

気
管
支
炎
や
、
肺
が
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
禁
煙
は
自
分
の
身
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
へ

の
思
い
や
り
で
も
あ
り
ま
す
。
禁

煙
を
希
望
す
る
人
や
、
た
ば
こ
の

問
題
に
関
心
を
持
つ
人
は
、
た
ば

こ
の
こ
と
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
 

と
　
き
　
３
月
10
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

内
　
容
　
ビ
デ
オ
上
映
や
講
話
、

た
ば
こ
チ
ェ
ッ
ク
（
ニ
コ
チ
ン
依

存
度
判
定
な
ど
）
 

参
加
費
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
３
月

８
日
ま
で
に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
　
２
０
１-

４
１
６
４
へ
 

                

     　
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
早

春
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
。
 

と
　
き
　
３
月
６
日（
土
）午
前
９

時
※
雨
天
中
止
 

集
合
場
所
　
赤
鳥
居（
上
畑
）
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
弁
当
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
　
登
山
連
盟（
向
井
）

�
２
８
２-

５
１
６
３
へ
 

     と
　
き
　
３
月
18
日（
木
）午
前
９

時
30
分
※
９
時
ま
で
に
受
け
付
け

て
く
だ
さ
い
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

対
　
象
　
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
人
 

参
加
料
　
三
百
円
 

申
込
締
切
　
３
月
５
日（
金
）
 

※
雨
天
時
は
19
日（
金
）に
順
延
 

※
当
日
の
申
込
受
付
は
し
ま
せ
ん
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
用
具
・
筆
記
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
 

行
山
　
２
８
２-

０
９
１
３
 

中
島
　
２
８
２-

５
０
７
６
 

小
林
　
２
８
２-

５
７
９
８
 

鈴
木
　
２
８
２-

５
１
２
０
 

浜
中
　
２
８
３-

１
１
８
７
へ
 

    と
 
き
　
　
３
月
５
日（
金
）　
３
月

12
日（
金
）午
後
６
時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
　
小
ホ
ー
ル
　
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
　
金
子
陽
介
・
小
野
め

ぐ
み（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
ピ
ア
ノ
）

　
伊
藤
知
恵
子（
ピ
ア
ノ
）
 

※
入
場
無
料
 

  ○
作
品
展
 

と
　
き
　
３
月
５
日（
金
）か
ら
７

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

（
一
部
は
午
後
５
時
ま
で
、最
終
日

は
す
べ
て
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
　
ほ
か
 

○
芸
能
祭
 

と
　
き
　
３
月
７
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
30
分（
予
定
） 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

※
入
場
無
料
 

 　
イ
ベ
ン
ト
を
年
10
回
程
度
鑑
賞

し
て
レ
ポ
ー
ト
し
、
年
３
回
の
会

議
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。
 

資
　
格
　
18
歳
以
上
の
人
。
当
公

社
職
員（
臨
時
職
員
を
含
む
）の
家

族
を
除
く
 

モ
ニ
タ
ー
期
間
　
４
月
１
日（
木
）

か
ら
平
成
17
年
３
月
31
日（
木
） 

募
集
人
数
　
10
人
 

募
集
期
間
　
３
月
1
日（
月
）か
ら

31
日（
水
）消
印
有
効
 

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
　
郵
便
番

号
　
住
所
　
氏
名
　
年
齢
　
性
別

　
職
業
　
電
話
番
号
　
応
募
の
動

機
を
記
入
し
、
〒
８
１
１-

４
２

３
３
岡
垣
町
野
間
１-

２-

１
岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
へ
郵
送
 

  講
座
内
容
 

　
書
棚
整
理
・
本
の
修
理
…
４
月

８
・
15
・
22
日（
木
）の
全
３
回
午

前
10
時
か
ら
正
午
　
 

　
読
み
聞
か
せ
…
４
月
16
・
30
日
・

５
月
７
日（
金
）の
全
３
回
午
前
10

時
か
ら
正
午
 

　
布
の
絵
本
製
作
…
４
月
５
・
12

・
19
・
26
日
・
５
月
10
日（
月
）の

全
５
回
午
前
10
時
か
ら
正
午
 

対
　
象
　
学
習
の
成
果
を
図
書
館

や
地
域
社
会
な
ど
で
活
用
し
て
い

く
意
欲
の
あ
る
人
 

募
集
人
員
　
各
講
座
10
人
 

募
集
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

22
日（
月
）（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
料（
　
は
材
料
費
二
千

五
百
円
。
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
） 

 と
　
き
　
３
月
25
日（
木
）26
日（
金
）

午
前
９
時
50
分
か
ら
午
後
２
時
45
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
 

対
　
象
　
岡
垣
町
内
の
小
学
生
 

定
　
員
　
各
４
人（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン

リ
ー
ア
イ
図
書
館
　
２
８
２-

５

５
６
６
へ
 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 

相
　
　
　
談 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
　
　
　
　
文
化
講
座
文
化
祭
 

平
成
16
年
度
鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
　
　
養
成
講
座
受
講
生
募
集
 

一
日
図
書
館
員
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

　学校給食のメニューを学校栄養士や調

理員と一緒に作りましょう。新１年生の

みなさんは、入学前に学校給食を味わっ

てみませんか。 

と　き　３月26日(金) 

　　　　午前10時から午後２時 

ところ　中央公民館 

対　象　町内の小学生の親子や新1年生の

　　　　親子(20組程度) 

献　立　牛じゃこライス・鶏肉のケチャ

ップ焼き・ツナのカップ焼き・かぼちゃ

サラダ・わかめ汁・フルーツ＆ゼリー 

参加費　220円（当日受付時に集めます） 

持ってくるもの　エプロン・三角巾・ 

　　　　　　　　うわぐつ 

申し込み・問い合わせ 

３月12日(金)までに教育総務課へ 

親子でふれあい クッキング教室 



広報おかがき　平成16年２月25日号 広報おかがき　平成16年２月25日号 ����

弥生のもよおし・おしらせ 弥生のもよおし・おしらせ 
やよい 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付
 

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付
 

再
生
品
展
示
販
売

再
生
品
展
示
販
売
 

再
生
品
展
示
販
売
 

就
学
費
の
援
助
制
度

就
学
費
の
援
助
制
度
 

就
学
費
の
援
助
制
度
 

無
事
故
・
無
違
反

無
事
故
・
無
違
反
 

優
良
運
転
者
を
表
彰

優
良
運
転
者
を
表
彰
 

無
事
故
・
無
違
反
 

優
良
運
転
者
を
表
彰
 

平
成
平
成
16 ･

17 
年
度
入
札
参
加

年
度
入
札
参
加
 

資
格
の
審
査
受
付

資
格
の
審
査
受
付
 

平
成
16 ･

17 
年
度
入
札
参
加
 

資
格
の
審
査
受
付
 

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員
 

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員
 

県
営
住
宅
入
居
者

県
営
住
宅
入
居
者
 

県
営
住
宅
入
居
者
 

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
 

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
 

城
山
城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山

金
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山
 

お
し
ら
せ 

募
　
　  

集 

講
演
・
講
座 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

 

ス
ポ
ー
ツ 

     　
３
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
み
な
さ

ん
の
尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
岡
垣
町
で
は
、
防
火
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の

運
動
期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後

７
時
に
約
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
を
行
い
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
へ
 

   　
必
要
書
類
は
下
水
道
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

10
日（
水
） 

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
へ
 

   　
次
の
対
象
業
務
の
入
札
参
加
希

望
者
は
、
町
指
定
の
様
式
を
管
財

課
で
購
入
し
、
指
定
期
間
内
に
受

け
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

対
　
象
　
○
測
量
お
よ
び
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
○
物
品
等
供
給

契
約
 

受
付
期
間
　
4
月
5
日
（
月
）
か
ら

27
日（
火
）の
間
で
管
財
課
が
指
定
す

る
期
間（
会
社
名
な
ど
の
順
で
決
定
） 

※
詳
し
く
は
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
へ
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
管
財

課
へ
　
 

   　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
家
具
な

ど
を
再
生
し
、
展
示
販
売
し
ま
す
。
 

と
こ
ろ
　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
 

対
　
象
　
中
間
市
・
遠
賀
郡
在
住
者
 

申
込
方
法
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
あ
る
用
紙
に
記
入
。
申
込
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

７
日（
日
）午
前
9
時
か
ら
午
後
４

時
30
分
※
７
日
は
午
前
11
時
30
分

ま
で
 

抽
選
日
　
３
月
７
日（
日
）午
前
11

時
30
分
の
受
付
終
了
後
※
当
選
者

に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
 

搬
出
期
間
　
抽
選
終
了
後
か
ら
３

月
13
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
に
各
自
で
搬
出
 

※
購
入
品
は
配
達
し
ま
せ
ん
 

品
　
目
　
タ
ン
ス
・
食
器
棚
・
テ

ー
ブ
ル
ほ
か
約
百
五
十
点
 

問
い
合
わ
せ
　
中
間
・
遠
賀
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　
２
４
５
‐
５
３

７
４
へ
 

     　
経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
世
帯
（
生
活
保

護
世
帯
を
除
く
）
に
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

　
こ
れ
は
、
世
帯
全
員
の
収
入
が

一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
、
学
期

ご
と
に
就
学
費
を
援
助
す
る
も
の

で
す
。
 

申
し
込
み
　
教
育
総
務
課
で
申
請

書（
平
成
16
年
度
分
）に
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
３
月
18
日

（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ
 

   　
折
尾
警
察
署
・
折
尾
交
通
安
全

協
会
の
優
良
運
転
者
地
区
表
彰
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
16
年
度
の

表
彰
申
請
手
続
き
は
次
の
通
り
で

す
。
 

受
付
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

31
日（
水
） 

資
　
格
 

１
　
折
尾
交
通
安
全
協
会
員
 

２
　
自
動
車
の
運
転
免
許
（
原
付

免
許
を
含
む
）
を
受
け
、
５
年
以

上
か
10
年
以
上
継
続
し
て
運
転
に

従
事
、
無
事
故
・
無
違
反
 

※
過
去
に
同
種
か
同
種
以
上
の
表

彰
受
賞
者
は
除
く
 

表
彰
の
種
類
 

１
　
折
尾
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
 

（
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
、

ほ
か
の
運
転
者
の
模
範
と
な
る
人
）
 

２
　
折
尾
警
察
署
長
・
折
尾
交
通

安
全
協
会
長
連
盟
表
彰
（
10
年
以

上
無
事
故
・
無
違
反
、
ほ
か
の
運

転
者
の
模
範
と
な
る
人
）
 

申
請
に
必
要
な
も
の
 

１
　
申
請
書
（
協
会
窓
口
な
ど
で

　
配
布
）
 

２
　
運
転
免
許
証（
裏
・
表
）と
交

　
通
安
全
協
会
会
員
証
の
コ
ピ
ー

　
各
１
枚
 

３
　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
１

　
通
（
自
動
車
安
全
セ
ン
タ
ー
の

　
証
明
書
申
し
込
み
用
紙
は
警
察

　
署
、
交
番
、
同
協
会
事
務
局
で

　
配
布
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
折
尾

交
通
安
全
協
会
　
６
０
１-

１
８

１
８
へ
 

   勤
務
内
容
　
町
内
各
小
学
校
で
の

英
会
話
教
育
の
支
援
 

募
集
人
員
　
２
人
 

雇
用
期
間
　
４
月
初
旬
か
ら
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
の
一
年
間（
年

間
百
四
十
日
程
度
）
 

資
　
格
　
町
内
在
住
の
55
歳
未
満

で
、
日
常
の
英
会
話
が
で
き
、
指

導
で
き
る
人
 

試
　
験
　
面
接
（
申
込
締
切
後
、

早
急
に
実
施
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
履
歴

書
を
３
月
８
日（
月
）ま
で
に
教
育

総
務
課
へ
 

       募
集
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

９
日（
火
） 

応
募
方
法
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
、
建
設
課
、
東
部

公
民
館
に
あ
る
入
居
申
込
書
を
県

住
宅
供
給
公
社
に
郵
送
 

問
い
合
わ
せ
 
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
　
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

      　
障
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
抱

え
る
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
生
活

な
ど
に
係
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
手
続
き

の
相
談
や
、
手
続
き
の
援
助
な
ど

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
や
訪
問

で
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

と
こ
ろ
　
 

○
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
公
園

通
り
１-

７-

１
高
倉
苑
内
）
 

　
２
８
２-

５
１
６
７
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２-

６
５
４
１
 

○
東
部
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
東

山
田
１-

８-

15
清
涼
苑
横
）
 

　
２
８
２-

５
１
０
３
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
２-

５
１
０
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
　
象
　
町
内
在
住
の
障
害
者（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
や
そ
の
家
族

な
ど
 

利
用
時
間
　
24
時
間
、
曜
日
関
係

な
く
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

利
用
料
　
無
料
 

問
い
合
わ
せ
　
各
セ
ン
タ
ー
へ
 

      　
た
ば
こ
は
全
身
に
多
く
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
福
岡
県
内
で
は
年
々

気
管
支
炎
や
、
肺
が
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
禁
煙
は
自
分
の
身
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
へ

の
思
い
や
り
で
も
あ
り
ま
す
。
禁

煙
を
希
望
す
る
人
や
、
た
ば
こ
の

問
題
に
関
心
を
持
つ
人
は
、
た
ば

こ
の
こ
と
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
 

と
　
き
　
３
月
10
日（
水
）午
後
1

時
30
分
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
 

内
　
容
　
ビ
デ
オ
上
映
や
講
話
、

た
ば
こ
チ
ェ
ッ
ク
（
ニ
コ
チ
ン
依

存
度
判
定
な
ど
）
 

参
加
費
　
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
３
月

８
日
ま
で
に
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
　
２
０
１-
４
１
６
４
へ
 

                

     　
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
早

春
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
。
 

と
　
き
　
３
月
６
日（
土
）午
前
９

時
※
雨
天
中
止
 

集
合
場
所
　
赤
鳥
居（
上
畑
）
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
弁
当
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
　
登
山
連
盟（
向
井
）

�
２
８
２-

５
１
６
３
へ
 

     と
　
き
　
３
月
18
日（
木
）午
前
９

時
30
分
※
９
時
ま
で
に
受
け
付
け

て
く
だ
さ
い
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

対
　
象
　
町
内
在
住
60
歳
以
上
の
人
 

参
加
料
　
三
百
円
 

申
込
締
切
　
３
月
５
日（
金
）
 

※
雨
天
時
は
19
日（
金
）に
順
延
 

※
当
日
の
申
込
受
付
は
し
ま
せ
ん
 

持
っ
て
く
る
も
の
　
用
具
・
筆
記
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
 

行
山
　
２
８
２-

０
９
１
３
 

中
島
　
２
８
２-

５
０
７
６
 

小
林
　
２
８
２-

５
７
９
８
 

鈴
木
　
２
８
２-

５
１
２
０
 

浜
中
　
２
８
３-

１
１
８
７
へ
 

    と
 
き
　
　
３
月
５
日（
金
）　
３
月

12
日（
金
）午
後
６
時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
　
小
ホ
ー
ル
　
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
　
金
子
陽
介
・
小
野
め

ぐ
み（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
ピ
ア
ノ
）

　
伊
藤
知
恵
子（
ピ
ア
ノ
）
 

※
入
場
無
料
 

  ○
作
品
展
 

と
　
き
　
３
月
５
日（
金
）か
ら
７

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

（
一
部
は
午
後
５
時
ま
で
、最
終
日

は
す
べ
て
午
後
４
時
ま
で
）
 

と
こ
ろ
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
　
ほ
か
 

○
芸
能
祭
 

と
　
き
　
３
月
７
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
30
分（
予
定
） 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

※
入
場
無
料
 

 　
イ
ベ
ン
ト
を
年
10
回
程
度
鑑
賞

し
て
レ
ポ
ー
ト
し
、
年
３
回
の
会

議
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。
 

資
　
格
　
18
歳
以
上
の
人
。
当
公

社
職
員（
臨
時
職
員
を
含
む
）の
家

族
を
除
く
 

モ
ニ
タ
ー
期
間
　
４
月
１
日（
木
）

か
ら
平
成
17
年
３
月
31
日（
木
） 

募
集
人
数
　
10
人
 

募
集
期
間
　
３
月
1
日（
月
）か
ら

31
日（
水
）消
印
有
効
 

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
　
郵
便
番

号
　
住
所
　
氏
名
　
年
齢
　
性
別

　
職
業
　
電
話
番
号
　
応
募
の
動

機
を
記
入
し
、
〒
８
１
１-

４
２

３
３
岡
垣
町
野
間
１-

２-

１
岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ
へ
郵
送
 

  講
座
内
容
 

　
書
棚
整
理
・
本
の
修
理
…
４
月

８
・
15
・
22
日（
木
）の
全
３
回
午

前
10
時
か
ら
正
午
　
 

　
読
み
聞
か
せ
…
４
月
16
・
30
日
・

５
月
７
日（
金
）の
全
３
回
午
前
10

時
か
ら
正
午
 

　
布
の
絵
本
製
作
…
４
月
５
・
12

・
19
・
26
日
・
５
月
10
日（
月
）の

全
５
回
午
前
10
時
か
ら
正
午
 

対
　
象
　
学
習
の
成
果
を
図
書
館

や
地
域
社
会
な
ど
で
活
用
し
て
い

く
意
欲
の
あ
る
人
 

募
集
人
員
　
各
講
座
10
人
 

募
集
期
間
　
３
月
１
日（
月
）か
ら

22
日（
月
）（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
料（
　
は
材
料
費
二
千

五
百
円
。
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
） 

 と
　
き
　
３
月
25
日（
木
）26
日（
金
）

午
前
９
時
50
分
か
ら
午
後
２
時
45
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
 

対
　
象
　
岡
垣
町
内
の
小
学
生
 

定
　
員
　
各
４
人（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン

リ
ー
ア
イ
図
書
館
　
２
８
２-

５

５
６
６
へ
 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 

相
　
　
　
談 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
　
　
　
　
文
化
講
座
文
化
祭
 

平
成
16
年
度
鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
　
　
養
成
講
座
受
講
生
募
集
 

一
日
図
書
館
員
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

　学校給食のメニューを学校栄養士や調

理員と一緒に作りましょう。新１年生の

みなさんは、入学前に学校給食を味わっ

てみませんか。 

と　き　３月26日(金) 

　　　　午前10時から午後２時 

ところ　中央公民館 

対　象　町内の小学生の親子や新1年生の

　　　　親子(20組程度) 

献　立　牛じゃこライス・鶏肉のケチャ

ップ焼き・ツナのカップ焼き・かぼちゃ

サラダ・わかめ汁・フルーツ＆ゼリー 

参加費　220円（当日受付時に集めます） 

持ってくるもの　エプロン・三角巾・ 

　　　　　　　　うわぐつ 

申し込み・問い合わせ 

３月12日(金)までに教育総務課へ 

親子でふれあい クッキング教室 



広報おかがき　平成16年２月25日号 広報おかがき　平成16年２月25日号 ����

第140回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①白身魚のオートミール入りトマトソースがけ 

②海藻のおろしドレッシングサラダ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　トマトは湯むきし、種を取り、ざ

　く切りにする。 

２　フライパンにオリーブ油大1とニ

　ンニク、ローリエを入れて火にかけ、

　香りがでたら玉ネギを加えてよく炒

　める。１を加え少し煮込み、オート

　ミールを入れ、オレガノ、塩、コシ

　ョウで味を調のえる。 

３　白身魚に塩、コショウをし、オリ

　ーブ油大1を熱したフライパンで両

　面を焼く。耐熱容器に移して２と粉

　チーズをかけて180度に熱したオー

　ブンで7～8分焼く。つけ合わせにレ

　モンとクレソンを飾る。 

《②の作り方》 

○白身魚の切り身4切れ○完熟トマト

中2個○玉ネギのみじん切り大4○オリ

ーブ油大2○ローリエ1枚○オレガノ少

量○ニンニクのみじん切り小1○粉チ

ーズ大2○オートミール大2○塩小5分

の4○コショウ、レモン、クレソン適

量 

○大根100　○海藻ミックス(乾燥)20
　○A酢大2・サラダ油大2・しょうゆ
大1

１　海藻ミックスは水で戻して水気を

　きっておく。 

２　大根はすりおろし、Aを混ぜ、1に

　かける。 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー164　　  脂肪7.4　 
タンパク質16.6　     塩1.3　 
カルシウム79　　 

エネルギー72　　  脂肪6.2　 
タンパク質1.3　     塩1.4　 
カルシウム34　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

予
防
接
種
の
す
す
め
　
〜
は
し
か
編
〜 

　
３
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
は
、
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。 

　
昨
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生
や
、
最
近
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

が
世
界
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
方
が
多

く
、
今
後
も
新
た
な
感
染
症
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
多
く
の
感
染
症
の
中
で
も
、
予
防
接
種
で
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
・
感
染
し
て
も
重
症
化
し
な
い
こ
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
で
す
。 

               

　
感
染
力
が
強
く
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス

の
空
気
感
染
で
起
こ
り
、
予
防
接
種

を
し
て
い
な
い
と
必
ず
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
潜
伏
期
間
は
約
10
日
で
、
発
熱
、

咳
、
鼻
汁
、
め
や
に
、
発
疹
が
主
症

状
で
す
。
最
初
の
３
、
４
日
間
は
38

度
前
後
の
発
熱
、
再
度
の
高
熱
と
発

疹
が
現
れ
ま
す
。
主
な
合
併
症
は
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎

な
ど
が
あ
り
、
極
め
て
ま
れ
に
、
麻

疹
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
で
数
年
後

に
致
死
的
な
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

を
起
こ
し
ま
す
。
日
本
で
は
毎
年
、

数
十
人
が
麻
疹
の
た
め
に
死
亡
し
て

い
ま
す
。 

　
昨
年
の
新
聞
に
、
“麻
疹
予
防
接

種
後
も
発
症

”と
い
う
記
事
が
出
ま

し
た
。
幼
い
と
き
に
麻
疹
の
予
防
接

種
を
受
け
な
が
ら
、
小
・
中
・
高
校

生
に
な
っ
て
、
麻
疹
に
か
か
る
事
例

が
全
国
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
新
聞
社
の
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。 

　
専
門
家
が
指
摘
す
る
の
は
、
以
前

で
あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
で
得
ら
れ
る
抗

体
が
減
る
前
に
麻
疹
の
流
行
が
あ
り
、

抗
体
が
再
び
上
昇
し
て
い
た
の
が
、

流
行
が
減
っ
た
た
め
に
効
果
が
得
に

く
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

       

  

　
予
防
接
種
を
受
け
た
割
合
が
日
本

の
場
合
、
先
進
国
と
比
較
し
て
低
い

た
め
、
日
本
は
麻
疹
の
輸
出
国
と
各

国
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。 

　
先
進
国
で
は
麻
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
２
回
が
基
本
な
の
で
、
将
来
、

日
本
で
も
２
回
接
種
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
日
本
で
は
、
生
後
12
か
月
か
ら
15

か
月
の
間
に
麻
疹
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
特
に
４
月
か
ら
就
学
す
る
新
１
年

生
、
保
育
所
や
幼
稚
園
へ
の
入
園
を

控
え
て
い
る
人
は
、
予
防
接
種
を
受

け
て
き
た
か
ど
う
か
母
子
健
康
手
帳

な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
定
期
の

予
防
接
種
は
ほ
か
に
三
種
混
合
、
二

種
混
合
、
風
疹
、
日
本
脳
炎
が
あ
り
、

任
意
の
予
防
接
種
で
は
水
痘
や
お
た

ふ
く
か
ぜ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
集
団
生
活
に
入
る
前
に
、
こ
れ
ら

の
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
は
、

社
会
的
な
マ
ナ
ー
に
通
じ
る
と
感
じ

ま
す
。
欧
米
で
は
、
予
防
接
種
を
終

了
し
て
い
な
い
と
保
育
所
や
幼
稚
園
、

小
学
校
に
入
学
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
お
子
さ
ん
自
身
や
家
族
の
感
染
予

防
と
、
周
囲
の
人
々
に
感
染
さ
せ
な

い
た
め
に
も
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
予
防
接
種
に
関
す
る
内
容
は
、
か

か
り
つ
け
医
ま
た
は
、
こ
ど
も
未
来

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
酒
井
　
範
子 

 

よい食生活をすすめるためのグループ講習会 
～食物繊維をたっぷり取ろう！～ 

楽しい！語学教室 岡垣国際交流協会(OIA)の語学教室に参加してみませんか 

半年間会費 各クラス3,500円 
(OIA会員2,000円) 
 

クラス名（講師） 日　　時 人　数 開始日 内　　　容 

Christopher's　English2 第1、2、3木曜日 
13：30～15：00

25人 

20人 

初　級 

中　級 

初　級 

4/22

Christopher'ｓ  
Basic Chat / Discussion

第1、2、3木曜日 
15：30～16：30

初　級 4/22

4/12

4/20 日常会話を楽しく勉強しましょう 
 

初級から中級に近いクラスです 

Christopher'ｓ 
Advanced English 

Chat Club

第2水曜日 
15：30～17：00

第4水曜日 
19：30～21：00

上　級 
4/21

4/28

OIA会員対象で､このクラブだけ 
１,000円です 

入門英会話1 
(樋口千恵)

と　　き 

と こ ろ  情報プラザ人の駅（5月から）・中央公民館 

4月から9月 

 

◇英会話 
 

半年間会費 各クラス8,000円 
(OIA会員5,000円)

と　　き 

と こ ろ  情報プラザ人の駅（5月から）・東部公民館 

4月から9月 

 

◇英会話・中国語・韓国語 
 

第1,2,3土曜日 
10：30～11：30

小４～６ ＡＢＣから遊びの指導も行います 

入門英会話2 
(稲富安子)

第1,2,3土曜日 
13：30～15：00 18歳以上 

ゼロからの基礎英語を楽しく 
学びましょう！ 

入門英会話3 
(稲富安子)

第1,2,3月曜日 
13：30～15：00 18歳以上 前期の入門講座の継続です 

中国語入門 
(黄　　堅)

第1,2,3土曜日 
10：00～11：30 25人 高校生以上 

発音(ピンイン)とゼロからの 
日常会話です 

中国語初級 
(黄　　堅)

第1,2,3木曜日 
10：00～11：30 18歳以上 前期の継続、発音と簡単な日常会話 

韓国語入門 
(高　京慧)

第1,2,3金曜日 
13：30～15：00 高校生以上 

 

ハングル(文字)、発音とゼロからの 
日常会話です 

韓国語初級 
(金　錦蘭)

第1,2,3金曜日 
10：00～11：30 18歳以上 前期の継続。発音と簡単な日常会話です 

 

申込締切　3月25日(水)　※定員になるまで受け付けます。重複して申し込むこともできます。 
※10人未満のクラスは中止することがあります。　 
申し込み・問い合わせ　岡垣国際交流協会　282-0549へ(火曜から土曜日午前10時から午後6時) 
 

クラス名（講師） 日　　時 開始日 人 数 対　象 内　　容 

第2、3、4火曜日 
9：30～11：00

Jeannie's　English 
(ジーニ)

Christopher's　English1
(クリストファ) 

 

第2、4月曜日 
10：00～11：30 
 

4/3

4/3

4/5

4/10

4/8

4/16  

4/2

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
末
次
オ
シ
ヱ
　
様
（
新
海
老
津
）
 

故
　
末
次
　
政
俊
　
様
　
83
歳
 

○
　
宗
岡
　
　
磯
　
様
（
南
高
陽
）
 

故
　
宗
岡
　
達
也
　
様
　
79
歳
 

○
　
福
田
　
孝
子
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
福
田
　
　
彪
　
様
　
78
歳
 

○
　
小
林
　
宗
紀
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
小
林
　
　
隆
　
様
　
85
歳
 

○
　
中
野
　
正
治
　
様
（
旭
西
）
 

故
　
中
野
ミ
ツ
子
　
様
　
62
歳
 

○
　
早
井
ア
イ
子
　
様
（
百
合
ヶ
丘
）
 

故
　
早
井
　
達
明
　
様
　
77
歳
 

○
　
大
塚
　
祐
司
　
様
（
上
海
老
津
）
 

故
　
大
塚
　
雅
美
　
様
　
95
歳
 

○
　
城
　
　
昌
幸
　
様
（
龍
王
団
地
）
 

故
　
城
　
　
　
恵
　
様
　
43
歳
 

○
　
吉
田
　
滝
一
　
様
（
新
松
原
）
 

故
　
吉
田
　
ソ
ノ
　
様
　
78
歳
 

○
　
福
間
美
知
子
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
福
間
　
孝
之
　
様
　
90
歳
 

○
　
早
川
　
善
昭
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
早
川
カ
ツ
ノ
　
様
　
81
歳
 

○
　
樽
見
千
代
美
　
様
（
戸
切
白
谷
）
 

故
　
樽
見
　
健
二
　
様
　
64
歳
 

○
　
木
原
ヨ
シ
子
　
様
（
野
間
三
）
 

故
　
木
原
　
和
章
　
様
　
73
歳
 

○
　
村
田
　
和
子
　
様
（
高
塚
）
 

故
　
村
田
　
良
之
　
様
　
79
歳
 

○
　
平
田
　
長
寿
　
様
（
飯
塚
市
）
 

故
　
河
原
ミ
サ
ヲ
　
様
　
85
歳
 

○
　
敷
根
　
ミ
チ
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
敷
根
　
義
治
　
様
　
79
歳
 

○
　
吉
田
　
敏
行
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
吉
田
　
幸
子
　
様
　
60
歳
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
末
次
オ
シ
ヱ
　
様
 

○
宗
岡
　
　
磯
　
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し 

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も 

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
１
月
受
付
分
ま
で
） 

 

麻
疹（
は
し
か
）っ
て
？ 

予
防
接
種
を
受
け
よ
う
！ 



広報おかがき　平成16年２月25日号 広報おかがき　平成16年２月25日号 ����

第140回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①白身魚のオートミール入りトマトソースがけ 

②海藻のおろしドレッシングサラダ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　トマトは湯むきし、種を取り、ざ

　く切りにする。 

２　フライパンにオリーブ油大1とニ

　ンニク、ローリエを入れて火にかけ、

　香りがでたら玉ネギを加えてよく炒

　める。１を加え少し煮込み、オート

　ミールを入れ、オレガノ、塩、コシ

　ョウで味を調のえる。 

３　白身魚に塩、コショウをし、オリ

　ーブ油大1を熱したフライパンで両

　面を焼く。耐熱容器に移して２と粉

　チーズをかけて180度に熱したオー

　ブンで7～8分焼く。つけ合わせにレ

　モンとクレソンを飾る。 

《②の作り方》 

○白身魚の切り身4切れ○完熟トマト

中2個○玉ネギのみじん切り大4○オリ

ーブ油大2○ローリエ1枚○オレガノ少

量○ニンニクのみじん切り小1○粉チ

ーズ大2○オートミール大2○塩小5分

の4○コショウ、レモン、クレソン適

量 

○大根100　○海藻ミックス(乾燥)20
　○A酢大2・サラダ油大2・しょうゆ
大1

１　海藻ミックスは水で戻して水気を

　きっておく。 

２　大根はすりおろし、Aを混ぜ、1に

　かける。 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー164　　  脂肪7.4　 
タンパク質16.6　     塩1.3　 
カルシウム79　　 

エネルギー72　　  脂肪6.2　 
タンパク質1.3　     塩1.4　 
カルシウム34　　 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

予
防
接
種
の
す
す
め
　
〜
は
し
か
編
〜 

　
３
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
は
、
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。 

　
昨
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生
や
、
最
近
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

が
世
界
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
方
が
多

く
、
今
後
も
新
た
な
感
染
症
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
多
く
の
感
染
症
の
中
で
も
、
予
防
接
種
で
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
・
感
染
し
て
も
重
症
化
し
な
い
こ
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
で
す
。 

               

　
感
染
力
が
強
く
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス

の
空
気
感
染
で
起
こ
り
、
予
防
接
種

を
し
て
い
な
い
と
必
ず
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
潜
伏
期
間
は
約
10
日
で
、
発
熱
、

咳
、
鼻
汁
、
め
や
に
、
発
疹
が
主
症

状
で
す
。
最
初
の
３
、
４
日
間
は
38

度
前
後
の
発
熱
、
再
度
の
高
熱
と
発

疹
が
現
れ
ま
す
。
主
な
合
併
症
は
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎

な
ど
が
あ
り
、
極
め
て
ま
れ
に
、
麻

疹
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
で
数
年
後

に
致
死
的
な
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

を
起
こ
し
ま
す
。
日
本
で
は
毎
年
、

数
十
人
が
麻
疹
の
た
め
に
死
亡
し
て

い
ま
す
。 

　
昨
年
の
新
聞
に
、
“麻
疹
予
防
接

種
後
も
発
症

”と
い
う
記
事
が
出
ま

し
た
。
幼
い
と
き
に
麻
疹
の
予
防
接

種
を
受
け
な
が
ら
、
小
・
中
・
高
校

生
に
な
っ
て
、
麻
疹
に
か
か
る
事
例

が
全
国
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
新
聞
社
の
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。 

　
専
門
家
が
指
摘
す
る
の
は
、
以
前

で
あ
れ
ば
ワ
ク
チ
ン
で
得
ら
れ
る
抗

体
が
減
る
前
に
麻
疹
の
流
行
が
あ
り
、

抗
体
が
再
び
上
昇
し
て
い
た
の
が
、

流
行
が
減
っ
た
た
め
に
効
果
が
得
に

く
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

       

  

　
予
防
接
種
を
受
け
た
割
合
が
日
本

の
場
合
、
先
進
国
と
比
較
し
て
低
い

た
め
、
日
本
は
麻
疹
の
輸
出
国
と
各

国
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。 

　
先
進
国
で
は
麻
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
２
回
が
基
本
な
の
で
、
将
来
、

日
本
で
も
２
回
接
種
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
日
本
で
は
、
生
後
12
か
月
か
ら
15

か
月
の
間
に
麻
疹
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
特
に
４
月
か
ら
就
学
す
る
新
１
年

生
、
保
育
所
や
幼
稚
園
へ
の
入
園
を

控
え
て
い
る
人
は
、
予
防
接
種
を
受

け
て
き
た
か
ど
う
か
母
子
健
康
手
帳

な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
定
期
の

予
防
接
種
は
ほ
か
に
三
種
混
合
、
二

種
混
合
、
風
疹
、
日
本
脳
炎
が
あ
り
、

任
意
の
予
防
接
種
で
は
水
痘
や
お
た

ふ
く
か
ぜ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
集
団
生
活
に
入
る
前
に
、
こ
れ
ら

の
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
は
、

社
会
的
な
マ
ナ
ー
に
通
じ
る
と
感
じ

ま
す
。
欧
米
で
は
、
予
防
接
種
を
終

了
し
て
い
な
い
と
保
育
所
や
幼
稚
園
、

小
学
校
に
入
学
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
お
子
さ
ん
自
身
や
家
族
の
感
染
予

防
と
、
周
囲
の
人
々
に
感
染
さ
せ
な

い
た
め
に
も
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
予
防
接
種
に
関
す
る
内
容
は
、
か

か
り
つ
け
医
ま
た
は
、
こ
ど
も
未
来

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
酒
井
　
範
子 

 

よい食生活をすすめるためのグループ講習会 
～食物繊維をたっぷり取ろう！～ 

楽しい！語学教室 岡垣国際交流協会(OIA)の語学教室に参加してみませんか 

半年間会費 各クラス3,500円 
(OIA会員2,000円) 
 

クラス名（講師） 日　　時 人　数 開始日 内　　　容 

Christopher's　English2 第1、2、3木曜日 
13：30～15：00

25人 

20人 

初　級 

中　級 

初　級 

4/22

Christopher'ｓ  
Basic Chat / Discussion

第1、2、3木曜日 
15：30～16：30

初　級 4/22

4/12

4/20 日常会話を楽しく勉強しましょう 
 

初級から中級に近いクラスです 

Christopher'ｓ 
Advanced English 

Chat Club

第2水曜日 
15：30～17：00

第4水曜日 
19：30～21：00

上　級 
4/21

4/28

OIA会員対象で､このクラブだけ 
１,000円です 

入門英会話1 
(樋口千恵)

と　　き 

と こ ろ  情報プラザ人の駅（5月から）・中央公民館 

4月から9月 

 

◇英会話 
 

半年間会費 各クラス8,000円 
(OIA会員5,000円)

と　　き 

と こ ろ  情報プラザ人の駅（5月から）・東部公民館 

4月から9月 

 

◇英会話・中国語・韓国語 
 

第1,2,3土曜日 
10：30～11：30

小４～６ ＡＢＣから遊びの指導も行います 

入門英会話2 
(稲富安子)

第1,2,3土曜日 
13：30～15：00 18歳以上 

ゼロからの基礎英語を楽しく 
学びましょう！ 

入門英会話3 
(稲富安子)

第1,2,3月曜日 
13：30～15：00 18歳以上 前期の入門講座の継続です 

中国語入門 
(黄　　堅)

第1,2,3土曜日 
10：00～11：30 25人 高校生以上 

発音(ピンイン)とゼロからの 
日常会話です 

中国語初級 
(黄　　堅)

第1,2,3木曜日 
10：00～11：30 18歳以上 前期の継続、発音と簡単な日常会話 

韓国語入門 
(高　京慧)

第1,2,3金曜日 
13：30～15：00 高校生以上 

 

ハングル(文字)、発音とゼロからの 
日常会話です 

韓国語初級 
(金　錦蘭)

第1,2,3金曜日 
10：00～11：30 18歳以上 前期の継続。発音と簡単な日常会話です 

 

申込締切　3月25日(水)　※定員になるまで受け付けます。重複して申し込むこともできます。 
※10人未満のクラスは中止することがあります。　 
申し込み・問い合わせ　岡垣国際交流協会　282-0549へ(火曜から土曜日午前10時から午後6時) 
 

クラス名（講師） 日　　時 開始日 人 数 対　象 内　　容 

第2、3、4火曜日 
9：30～11：00

Jeannie's　English 
(ジーニ)

Christopher's　English1
(クリストファ) 

 

第2、4月曜日 
10：00～11：30 
 

4/3

4/3

4/5

4/10

4/8

4/16  

4/2

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
末
次
オ
シ
ヱ
　
様
（
新
海
老
津
）
 

故
　
末
次
　
政
俊
　
様
　
83
歳
 

○
　
宗
岡
　
　
磯
　
様
（
南
高
陽
）
 

故
　
宗
岡
　
達
也
　
様
　
79
歳
 

○
　
福
田
　
孝
子
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
福
田
　
　
彪
　
様
　
78
歳
 

○
　
小
林
　
宗
紀
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
小
林
　
　
隆
　
様
　
85
歳
 

○
　
中
野
　
正
治
　
様
（
旭
西
）
 

故
　
中
野
ミ
ツ
子
　
様
　
62
歳
 

○
　
早
井
ア
イ
子
　
様
（
百
合
ヶ
丘
）
 

故
　
早
井
　
達
明
　
様
　
77
歳
 

○
　
大
塚
　
祐
司
　
様
（
上
海
老
津
）
 

故
　
大
塚
　
雅
美
　
様
　
95
歳
 

○
　
城
　
　
昌
幸
　
様
（
龍
王
団
地
）
 

故
　
城
　
　
　
恵
　
様
　
43
歳
 

○
　
吉
田
　
滝
一
　
様
（
新
松
原
）
 

故
　
吉
田
　
ソ
ノ
　
様
　
78
歳
 

○
　
福
間
美
知
子
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
福
間
　
孝
之
　
様
　
90
歳
 

○
　
早
川
　
善
昭
　
様
（
吉
木
）
 

故
　
早
川
カ
ツ
ノ
　
様
　
81
歳
 

○
　
樽
見
千
代
美
　
様
（
戸
切
白
谷
）
 

故
　
樽
見
　
健
二
　
様
　
64
歳
 

○
　
木
原
ヨ
シ
子
　
様
（
野
間
三
）
 

故
　
木
原
　
和
章
　
様
　
73
歳
 

○
　
村
田
　
和
子
　
様
（
高
塚
）
 

故
　
村
田
　
良
之
　
様
　
79
歳
 

○
　
平
田
　
長
寿
　
様
（
飯
塚
市
）
 

故
　
河
原
ミ
サ
ヲ
　
様
　
85
歳
 

○
　
敷
根
　
ミ
チ
　
様
（
西
高
陽
）
 

故
　
敷
根
　
義
治
　
様
　
79
歳
 

○
　
吉
田
　
敏
行
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
吉
田
　
幸
子
　
様
　
60
歳
 

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
末
次
オ
シ
ヱ
　
様
 

○
宗
岡
　
　
磯
　
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し 

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も 

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
１
月
受
付
分
ま
で
） 

 

麻
疹（
は
し
か
）っ
て
？ 

予
防
接
種
を
受
け
よ
う
！ 
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3月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 　293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

３
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

波
津
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠
、 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
 

三
吉
団
地
、
三
吉 
波
津
、
原
、
高
倉 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四
、
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津
、 

旭
台 

吉
木
、
高
倉 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原
 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（水） 

４ 
（木） 

１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

31 
（水） 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

献
血（
中
央
公
民
館
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30（
東
部
公
民
館
）13 
‥ 
00 
〜
15 
‥ 
30
 

登
山
連
盟
・
孔
大
寺
神
社
大
祭
と
孔
大
寺
山
登
山（
孔
大
寺
神
社
・
孔
大
寺
山
）
８
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
審
判
員
研
修
大
会（
乳
垂
荘
コ
ー
ト
）８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
金
子
陽
介
・
小
野
め
ぐ
み（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
民
謡（
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山（
城
山
・
金
山
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展
・
芸
能
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00（
芸
能
祭
は
17 
‥ 
30
ま
で
） 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
10
回
ビ
ー
ハ
イ
ブ
杯（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）
７ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
体
操
教
室「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
45
 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

第
11
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
14 
‥ 
00
 

２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
　
2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

町
立
中
学
校
卒
業
式（
町
内
各
中
学
校
）９ 
‥ 
30 
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
伊
藤
知
恵
子（
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

〜
民
話
の
劇
と
か
た
り
〜
第
５
回
岡
垣
ふ
る
さ
と
物
語（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊（
宗
家
西
川
流
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
町
長
旗
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
８ 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
春
季
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

弓
道
連
盟
・
第
24
回
弓
道
場
創
立
記
念
大
会（
町
民
弓
道
場
）９ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

柔
道
連
盟
・
第
20
回
岡
垣
町
少
年
柔
道
大
会（
武
道
館
柔
道
場
）８ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
体
操
教
室「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
45
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
県
選
手
権
予
選
大
会（
総
合
グ
ラ
ン
ド
Ｂ
）８ 
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

町
立
小
学
校
卒
業
式（
町
内
各
小
学
校
）９
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）
８ 
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
崔
善
恵
ほ
か（
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

祝
・
春
分
の
日（
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。不
燃
ご
み
の
収
集
は
27
日
に
変
更
し
ま
す
） 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
花
柳
流（
花
柳
禮
志
津
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
剣
道
教
室
閉
室
式
・
昇
級
審
査
・
学
年
別
大
会（
武
道
館
剣
道
場
）
８ 
‥ 
30
〜
12 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

テ
コ
ン
ド
ー
連
盟
・
全
日
本
オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン
ド
ー
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
10 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
連
盟
総
会（
東
部
公
民
館
大
会
議
室
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

 母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

第
12
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
い
こ
い
の
里
）
14 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
風
船
で
遊
ん
じ
ゃ
お
う
」 

（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
春
季
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
８ 
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

町
立
保
育
所
卒
園
式（
町
内
各
保
育
所
）中
部
保
育
所
９ 
‥ 
30
〜
、東
部
保
育
所
10 
‥ 
00
〜
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
新
春
ペ
タ
ン
ク
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８ 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
体
育
協
会
長
杯
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）
８ 
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
春
の
小
さ
な
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
小
さ
な
バ
 

レ
リ
ー
ナ
の
た
め
に
〜
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………３月分 

○保育料…………………３月分 

○町営住宅家賃…………３月分 

○国民健康保険税………９期分（3月１日） 

　　　　　　　　　　　10期分（3月31日） 

○心配ごと相談 

　12日（金）いこいの里 

　19日（金）東部公民館 

　26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　12日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　　２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
３月上旬  
……『保育所作品展』  
３月下旬  
……『水墨画同志会』 

税
金
で
　
安
心
の
輪
を
　
広
げ
よ
う
　
　
太
田
　
英
樹
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（日） 

３月の行事予定 ３月の行事予定 

親
子
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

2/16～3/15　町県民税の申告・所得税の確定申告　役場３階大会議室・若松税務署　  



広報おかがき　平成16年２月25日号 広報おかがき　平成16年２月25日号 ����

3月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 　293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

３
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

海
老
津
、
野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

波
津
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠
、 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
 

三
吉
団
地
、
三
吉 

波
津
、
原
、
高
倉 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

高
倉
、
上
高
倉
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四
、
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津
、 

旭
台 

吉
木
、
高
倉 

吉
木
、
高
塚
、
塚
原
 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（水） 

４ 
（木） 

１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

31 
（水） 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

献
血（
中
央
公
民
館
）９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30（
東
部
公
民
館
）13 
‥ 
00 
〜
15 
‥ 
30
 

登
山
連
盟
・
孔
大
寺
神
社
大
祭
と
孔
大
寺
山
登
山（
孔
大
寺
神
社
・
孔
大
寺
山
）
８
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
審
判
員
研
修
大
会（
乳
垂
荘
コ
ー
ト
）８
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
金
子
陽
介
・
小
野
め
ぐ
み（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
・
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
民
謡（
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山（
城
山
・
金
山
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
10
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展
・
芸
能
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
） 

10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00（
芸
能
祭
は
17 
‥ 
30
ま
で
） 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
10
回
ビ
ー
ハ
イ
ブ
杯（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）
７ 
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
体
操
教
室「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
45
 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

第
11
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
14 
‥ 
00
 

２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
　
2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

町
立
中
学
校
卒
業
式（
町
内
各
中
学
校
）９ 
‥ 
30 
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
伊
藤
知
恵
子（
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ダ
ブ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

〜
民
話
の
劇
と
か
た
り
〜
第
５
回
岡
垣
ふ
る
さ
と
物
語（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊（
宗
家
西
川
流
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
町
長
旗
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
８ 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
春
季
大
会（
松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）８ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

弓
道
連
盟
・
第
24
回
弓
道
場
創
立
記
念
大
会（
町
民
弓
道
場
）９ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

柔
道
連
盟
・
第
20
回
岡
垣
町
少
年
柔
道
大
会（
武
道
館
柔
道
場
）８ 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
体
操
教
室「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
45
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
県
選
手
権
予
選
大
会（
総
合
グ
ラ
ン
ド
Ｂ
）８ 
‥ 
30
〜
13 
‥ 
30
 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

町
立
小
学
校
卒
業
式（
町
内
各
小
学
校
）９
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ
）
８ 
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
崔
善
恵
ほ
か（
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

祝
・
春
分
の
日（
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。不
燃
ご
み
の
収
集
は
27
日
に
変
更
し
ま
す
） 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
花
柳
流（
花
柳
禮
志
津
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
剣
道
教
室
閉
室
式
・
昇
級
審
査
・
学
年
別
大
会（
武
道
館
剣
道
場
）
８ 
‥ 
30
〜
12 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

テ
コ
ン
ド
ー
連
盟
・
全
日
本
オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン
ド
ー
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
10 
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

登
山
連
盟
・
連
盟
総
会（
東
部
公
民
館
大
会
議
室
）９ 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

 母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

第
12
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
い
こ
い
の
里
）
14 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
風
船
で
遊
ん
じ
ゃ
お
う
」 

（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
春
季
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
８ 
‥ 
30
〜
14 
‥ 
00
 

町
立
保
育
所
卒
園
式（
町
内
各
保
育
所
）中
部
保
育
所
９ 
‥ 
30
〜
、東
部
保
育
所
10 
‥ 
00
〜
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

ペ
タ
ン
ク
連
盟
・
新
春
ペ
タ
ン
ク
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）８ 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
体
育
協
会
長
杯
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）
８ 
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）９ 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
春
の
小
さ
な
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
小
さ
な
バ
 

レ
リ
ー
ナ
の
た
め
に
〜
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………３月分 

○保育料…………………３月分 

○町営住宅家賃…………３月分 

○国民健康保険税………９期分（3月１日） 

　　　　　　　　　　　10期分（3月31日） 

○心配ごと相談 

　12日（金）いこいの里 

　19日（金）東部公民館 

　26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　12日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　　２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　　２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
３月上旬  
……『保育所作品展』  
３月下旬  
……『水墨画同志会』 

税
金
で
　
安
心
の
輪
を
　
広
げ
よ
う
　
　
太
田
　
英
樹
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（日） 

３月の行事予定 ３月の行事予定 

親
子
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

印
鑰
神
社
と
遠
賀
郡
家 

編
集
 

後
記
 

　はじめまして！10月に地域づくり課へ配属になりまし
た高橋絵美と申します。広報担当ということで、少しずつ、
広報についての勉強をしています。今回２月10日号を担
当しました。担当してみて、自分が考えたものが形にな
っていく喜びや思ったことを正確に伝える表現の難しさ
を感じました。これからもしっかり勉強しながらがんば
っていこうと思います。どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (高橋) 
　私たちは、広報紙のほか、駅や中央公民館などで放映
している映像広報も担当しています。私も町の行事予定
をお知らせする場面に登場します。広報紙作りとは一味
違って、笑顔とハキハキとした発音が必要になってきます。
普段カメラで撮影する側の私ですが、この映像広報では、

撮影される側の立場になります。人と話すことが好きでも、
カメラに向かって話すことは不慣れです。いつもドキド
キしながらがんばっています。よろしければ、私の緊張
した顔、一度見てやってください。　　　　　　　(竹森) 
　先日降った大雪。みなさんも大変だったことでしょう。
私も徒歩で役場に出勤しました。いつもは車で通るので、
前方を見てばかりですが、徒歩だと周りがいろいろ見渡
せて、いつもと違う景色のように感じ、とても新鮮でした。
片道２　の道のりがやけに楽しく感じられた２日間でした。
ちなみに、雪の影響で広報おかがきの印刷業社さんも大
変だったそうで、納品が少し遅れましたが、土日を挟ん
での配布だったので、無事みなさんのところへ届けるこ
とができました。　　　　　　　　　　　　　　　（村上)

ひ 
動 

と き 
の 

（１月末） 

人口……31,481人（＋25） 

世帯数…11,311世帯（＋20） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち129人は外国人 

女性……　　16,501人（＋4） 

男性……　　14,851人（＋24） 

 
 
出生…24人　　 死亡…29人 
転入…98人　　 転出…65人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　１月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

12月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

12月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 87件 
搬送人員　 78件 

出火件数　２件 
り災件数　２世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

17 16 189193

0 0 32

0 0 1311

19 19 236240
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遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 

遊んで育つ、こど
もの心 

　
岡
垣
町
吉
木
に
印
鑰
神
社
が
あ
る
。 

創
建
時
は
、｢
堀｣
と
呼
ば
れ
る
地
区
の

｢

イ
ヌ
ヤ
ク
の
森｣
に
あ
っ
た
。
永
禄
５

年(

一
五
六
二)

瓜
生
長
門
守
益
定
が
、

大
工
・
河
野
右
衛
門
尉
、
小
工
二
人
を

し
て
印
鑰
神
社
を
造
立
し
、
承
応
２
年

(

一
六
五
三)

川
原
七
郎
右
衛
門
が
再
建

し
て
い
る
。
『
太
宰
管
内
志
』
に｢

此
社

は
遠
賀
郡
吉
木
村
の
町
家
の
西
北
半
町

ば
か
り
に
し
て
竹
林
の
中
に
あ
り
、
社

は
一
間
四
方
ば
か
り
に
し
て
南
向
な
り
、

高
倉
神
社
の
社
務
此
社
の
事
を
取
り
行

ふ
よ
し
な
る
が･･｣

と
あ
り
、
住
時
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
印
鑰
神
社

は
、
明
治
11
年(

一
八
七
八)

吉
木
小
学

校
前
の
熊
野
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
今
日

に
至
る
の
で
あ
る
。 

　
印
鑰
神
社
の
印
鑰
と
は
、
古
代
に
お

け
る
権
力
の
象
徴
と
し
て
成
立
し
た
用

語
で
、
印
は
国
司
の
正
印
、
鑰
は
国
倉

の
鍵
で
あ
る
。
中
央
の
貴
族
が
地
方
の

国
司
と
し
て
赴
任
し
た
場
合
、
印
鑰
を

手
中
に
し
て
初
め
て
権
力
を
掌
握
し
た

と
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

印
鑰
は
厳
重
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
た
。

国
司
が
着
任
す
る
と
印
鑰
引
き
渡
し
の

儀
式
が
行
わ
れ
た
が
、
や
が
て
印
鑰
神

事
に
発
展
し
、
神
事
の
場
所
と
し
て
印

鑰
神
社
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
国
衙

に
印
鑰
神
社
が
併
設
さ
れ
て
い
る
所
以

で
あ
る
。 

　
吉
木
の
印
鑰
神
社
は
、
印
鑰
が
権
力

の
象
徴
と
い
う
認
識
か
ら
、
戦
国
時
代

末
期
に
瓜
生
益
定
が
創
建
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
棟
札
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
古
代
か
ら
遠
賀
郡
家(

郡
衙)

に

併
設
さ
れ
て
い
た
と
す
る
、
誤
っ
た
遠

賀
郡
家
吉
木
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
郡
の
長
官
は
、
世
襲
が
一

般
的
で
常
に
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
か

ら
、
印
鑰
神
事
な
ど
必
要
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。 

　
現
在
、
資
料
採
取
で
印
鑰
地
名
を
15

か
所
、
印
鑰
神
社
を
23
か
所
確
認
し
て

い
る
。
こ
れ
を
筑
前
、
筑
後
の
古
代
郡

域
で
分
布
を
示
す
と
、
竹
野
郡
５
、
三

毛
郡
３
、
御
井
郡
２
、
糟
屋
郡
２
、
上

座
郡
２
、
下
妻
郡
２
、
怡
土
郡
２
で
あ

る
。
印
鑰
神
社
が
筑
後
国
竹
野
郡
内
に

５
か
所
も
あ
れ
ば
、
印
鑰
神
社
を
も
っ

て
郡
家
所
在
地
と
す
る
説
は
完
全
に
破

綻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
印
鑰
神
社
が

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
流
行
神

と
な
り
、
国
衙
の
印
鑰
神
社
か
ら
各
村

の
神
社
に
末
社
・
摂
社
と
し
て
勧
請
さ

れ
た
と
す
る
説
が
妥
当
で
あ
る
。 

　
鑰
は
、
鍵
と
い
っ
て
も
玄
関
や
金
庫

の
鍵
で
は
な
い
。
門
の
内
側
に
あ
る
カ

ン
ヌ
キ
や
ク
ル
ル(

枢)

を
外
側
か
ら
操

作
す
る
も
の
で
、
権
力
の
象
徴
に
ふ
さ

わ
し
い
飾
り
で
庶
民
に
は
目
に
も
眩
し

い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

　
永
禄
二
年(

一
五
五
九)

豊
後
の
大
友

氏
が
圧
倒
的
な
兵
力
で
豊
前
・
筑
前
を

占
領
し
た
。
翌
年
、
宗
像
大
宮
司
氏
貞

は
筑
前
大
島
か
ら
の
奇
襲
で
旧
領
を
回

復
し
た
が
、
余
力
で
遠
賀
西
郷
を
も
占

領
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
与
力
し
て
、

宗
像
氏
の
遠
賀
西
郷
領
有
化
を
援
護
し

た
の
が
瓜
生
長
門
守
益
定
で
あ
る
。
遠

賀
西
郷
で
、
不
動
の
地
位
と
権
力
を
手

中
に
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
瓜
生
益
定

が
吉
木
に
印
鑰
神
社
を
建
立
す
る
と
き
、

古
代
権
力
の
象
徴
で
あ
る
印
鑰
神
社
に

思
い
を
馳
せ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
か
ろ
う
。 

羽
山
　
健
一 

吉木小学校前の熊野神社 

い
ん
　
　
や
く 

し
ょ
う
あ
く 

こ
く 

 

が 

ゆ 
 

え
ん 

む
な

ふ
だ 

ぐ
う 

 

け 

や
く 

は 

た
ん 

か
ん
じ
ょ
う 

ま
ぶ 

 

は 

2/11 岡垣こどもまつり 2/11 岡垣こどもまつり 2/11 岡垣こどもまつり 

し
の 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 


